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11.  実 Iげ:発表 研 究会   27日 10:00-11:30 ・ 12:30-14:30

12。 研 修 講 座 ―バズ学習による授業改善- 28日 9:00～ lo:45

校 種 番 号 主 題 内 容 発 表 者

学

校

なかまづ く

(低学年 )

なかよし学級づ くり

教えあいから話しあいへ

柳内  翠  兵 庫  姫路市城北小
三里 英子  兵 庫  竜野市小宅小

吉田ハル子  徳 島  徳島市福島小

広島県豊高校区教育推進協議会

効 果 的 な

話 しあい学習

(中学年 )

学習過程の工夫改善

支えあう学習集団づく

是次 紀勇  二 重  安芸郡豊津小長

市場 郁也  兵 庫  姫路市八木小

野瀬  隆  滋 賀  神崎郡五個荘小

後藤 健二  岐 阜  瑞浪市瑞浪小

辻  善造  愛 知  春日井市小野小

小林 俊広  兵 庫  加西市北条小

北村 艶子  徳 島  徳島市八万南小

思 考 を深め る

相 互 作 用

(高学年 )

個人思考と集団思考

人間関係の高まり

吉井 秀人  三 重  一志郡波瀬小長

友本志津雄  滋 賀  神崎郡五個荘小

大関  厳  新 潟  五泉市五泉南小

斉本 秀弘  愛 知  春日井市西山小

津野 敬子  兵 庫  姫路市城南小

吉田  広  兵 庫  加西市北条小

吉村 一雅  岐 阜  土岐市泉西小

小倉貴美子  徳 島  徳島市助任小

中
　
学
　
校

高

等

学

校

非行を生みださ

な い 指 導

学級集団の育成

落ちこぼさない授業

自主活動の推進

市り|1 雄二  二 重  鈴鹿納 戸中
松田 福義  兵 庫  姫路市安室中
林  康男  愛 知  春日井市藤山台中
広島県豊高校区教育推進協議会
山田 利彦  岐 阜  土岐市泉中

名賀 一三  兵 庫  姫路市城乾中

福本 友三  兵 庫  揖保駄 子西中

学力 と人間関係

の 同 時 達 成

学習集団の育成

集団思考と教育工学によ
る学習のシステム化

目標と評価

際
際
蜘

三洋  二 重  四日前 朝明高校

文雄  愛 知  春日莉 東部中

勝人  盛 岡  盛岡繭 南中

ゆたかな人間形

成 を めざ して

?皐農義量毒;家暮t  t
道徳 (同和 )的実践力を
高める指導

岸本 博好  兵 庫  姫路熊 鷺中

笹尾 秀登  兵 庫  姫路市花田中

広島県豊高校区教育推進協議会

講   座 司 者 講

小 学 校 低学 年 講 座 中月1  豊  兵 庫 姫路市曽左小学校長
四宮 恒夫  徳 島  元福島小学校長    小

杉江 修治  中京大学           石

小 学 校 高 学 年 講 座 加藤 孝史  愛 知 春日井市西部中学校
自井  仁  愛 知  豊川市教育委員会   梶

鹿内 信善  北海道教育大学         石

中学校・ 高等学校講座 乾  和夫  大 阪 寝屋川市第二中学校長
越智 昭孝  広 島  豊高等学校      市

永井 辰夫  稲沢女子短期大学       中



者司 指 導 助 言 者 者録

丸山 正克  愛 知  豊川市平尾小

水野  明  愛 知  春 日井市北城小頭

駒田智寿子  津市教委

中野 靖彦  愛知教育大学

石田勢津子  名古屋大学

尾上 茂夫  兵 庫  姫路市城乾小長

金治 晴治  元兵庫  竜野市小宅小長

石河竹二郎  滋 賀  彦根市旭森小頭

野口 俊史
二 重 上野市依那古小長

広島県豊高校区

教育推進協議会

高村  博  滋 賀  神崎郡五個荘小

森本 俊和  兵 庫  姫路市城南小

池上 誉雄  徳 島  鳴門市鳴門東小長

西川 和夫  三重大学

石田 裕久  名古屋大学

小石 寛文  神戸大学

石部 清和  滋 賀  愛知郡愛知川小

石原  貢  兵 庫  姫路市船津小長

四宮 恒夫  元徳島  徳島市福島小長

浜野 秀夫

二 重  鈴鹿市庄内小長

大久保正治

兵 庫  姫路市城南小

吉田 忠夫  二 重  鈴鹿市井田川小長

岩田 鎮人  愛 知  春日井市篠原小

内田  徹  兵 庫  加西市北条小

梶田 正己  名古屋大学

西村  博  滋 賀  神崎郡五個荘小長

溝端  昇  兵 庫  姫路市城南小長

土壁 邦堆  新 潟  新潟市曽野本小長

森  寅三  元滋賀  神崎郡五イ固荘小長

有門 秀記

二 重 四日市市二重北小
荻原 愛子

愛 知  春日井市勝りl1/Jヽ

加藤 倖一  兵 庫  姫路市安室中頭

望月和三郎  東 京  小平市小平三中頭

千葉 時男  津市教委

鹿内 信善  北海道教育大

鈴木 武士  元兵庫  竜野市教育長

大西 忠雄  兵 庫  姫路市自鷺中長

梶田 稲司  元愛知  春 日井市東部中長

加藤秀太郎  岐 阜  土岐市泉中長

石垣 浩昭

二 重  桑名市光風中

山本雅楽子

兵 庫  姫路市安室中

高磯 忠実  兵 庫  姫路市自鷺中

古||1  厳  徳 島  那賀郡桜谷小長

栗原  弘  二重大学

杉江 修治  中京大学

成瀬 信一  元岐阜  土岐市泉中長

塚本 利郎  兵 庫  姫路市琴陵中長

新田 正彦  広 島  豊田郡豊高校長

西井 慶子

二 重  鈴鹿市神戸中

大藤  巧

兵 庫  姫路市自鷺中

福島 達郎  兵 庫  姫路市城乾中頭

広島県豊高校区教育推進協議会

紀太  功  二重県教委

戸田  晋  二重大学

塩田 芳久  名古屋大学名誉教授

石本 敬三  兵 庫  姫路市高丘中長

越智 昭孝  広 島  豊田郡豊高校

広島県豊高校区

教育推進協議会

石 寛文  神戸大学

田勢津子  名古屋大学

田 正己  名古屋大学
田 裕久  名古屋大学

川 千秋  三重大学

野 靖彦  愛知教育大学
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鸞 推導ぽ)菫1点     一'

襲瀑学習指導

一 生活との難避を菫機して、事角締な攀源を録をヽ、難しみ
｀
む攀ぶこと

が轟塞るよ器にま辱傘

。学習購度舎青威 lこ覇慧し、翻 く懲鑽、発農寧る鳶を警馨するよ

。警く力、議む力 、会鸞鋳蠅灘難典を申轟ほ した基鑽学力鎌饉実を難
につけさせる。

{島 生活整導

。自分から進んで活動ができ、羹曲嚢も轟が言える難菫轟爾電碁晏

菫学緩集藝命生活を築 しみ、鍵るきヽ毎 套鱗選れ るよ器にす懸◆

・捧ましグループの青廃 鞭濾か静、搾ましがく攀鍮難力に進轟益。

t聾 畿群卦鶴撃 :

・鐘畿警金に驚議し、維懺機生録響鸞を書に聯キF黎 ぜ機。

・―八一接奉仕事を持たせ、織食当番 壽難轟警など縫轟簿に縮騨を
桑させる。

攣♪学畿活動

・学毅豊溝姜こ鸞ず轟続し串が鑢まよ藝に毅鰹輩鸞
′傘設鸞 感子どもと共

に 1針轟等

礫轟壺豊 、爆夕金、灘鍾備しみ金などを再費籍 ヤゝ、左A輔菫織麟鮮警
饉轟集鐵豊彗蒔甕 し導聴職わせ機。

亀暴}家麓と等違纏

・毎遷:一甕藝家罐 霧を行なンヽ、攀畿 て弊 )と家難鍮羅事書き聯澱
轟るよ器苺こ等井する。

こ連絡ノートを彗難して、間鐵撻幸警導、事機鋳簿1盤キと静とめる。

・学習のこと、豊、経のことなどよヤヽことをした時も難 らせる。



「ぎ■轟幾参議縦轟ざす葉覇:づく藝

■ t二秦 しくみづく移

1 憲挑菫だちと体を達 して轟和轟を 1まか轟。
,  あいさつt握手 、指ずもう、鷺ずもう。物の賞じ僣 拳セ教 えあい 、

|‐| ・ …人一役の組織を害くる。   篠 題 ここよ り暴 つた鐵成をする)

●  ベア゛襲A.辱 ∴ .等舞 =異要 . ´

|■  ・ 潜駐ュニケーシ 凛ン参議:繊    〔甕A争 小築露・ 全体 轟場で総■ll織

1   鋳 く 議す 議む 書 く の基本簿形式を教 える。
|●  さら曇こ新しヤヽ形式を事:き 出し、尋んなでつ くりだしていく。

■
1 11▲度だ導鑢係をつかむ キ  〔グループ錢成参墓そこなる)

|‐  汁 隷に難びたむゝÅ tまだれですか、先生キこ難藝せてちょ静だをヽJ
I‐  と呼びかをす、アンケー ト、ゲス・フー 争テスト.ソ シオメトリック

|  テス ト.薄諄 .作文 =などをかか彗る。

|■ 撃驀よりどこ碁づくり

|■
7・

資持錆轟土 〔群答と交鑽嚇慾欝)や離響鸞織を膏でる。

鼻貫置下電:l慧 1を基多露  c
自分め分握翼責任をもち、相手にだけ員菫をかけない手を青てる。

彗‐わりに

1 議 し合いのルールや学奮態度の灘繊を 入挙購にいつか肇と←つけるこ亀

■伸澤鍮た感に蛾身する手を青て、みんなを生かすA闘彎係費つく摯上げ轟

―ことをねらって歩んできた。

■子どもの言葉に耳を領け、子ども機つますきやまちがいを笑わず、
'自

ら駐

■りないところを補 つてきた。                   '

| しかし、
・
子どもあ生活をみうめ、餞に見えな7鍵A痣関係をとらえでをヽく

||ことはなふ療ぶ  は療群ことを欄洋た
1」
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なかよし学級 づ くり

教えあいから話し合いへ

兵庫県竜野市立小宅小学校  =里 栄 子

第 17回 全 国バズ学習研究集会  第 1分科会

研究主題

1へ  tiま じ め なこ

子 どもの積極的な学習参加によつて学力め向上をめざすととtDに 1人間関係を

高めるため、ひいて ll■ それが社会的人間育成につなが発ものと考え バズ学習を

実践している。

私の担任している一年生でも なんでも言える菫ましい学級集団、そして全員

参加の学習によつて学力を向上させようと出発した。

しかし 一年生の発達段階からみてバズ学習をとり入れても授業の中での広ま

:り や深まりをまあまり多 く期待できない。

入門期には、レデ イネスを養うとけう意味で豊富な経験を与えることに重点を

おきたい。

2。 実践                             ・

0学校全体でのとりくみ

(1)話し合いの絢東

聞  き 方 バ ズ 長 の 役 目

話 している人の 目
を見 て聞 く。

同 じ考|え の ときは

うなずく

1仲間の世話が でき

。作業がみんなでき
いるか駐意をす る

。話 し合 うことや 、
えるところな どを メ
ンバ‐に伝iえ る

みん なの方 を見 て議 す ご

みんなに聞こえる声 で

話す 。

最後 までは っき り話 す 。

……です 。 ……ますも

'・・。ました ,

……と思います。

41iわ からないことはたず
・ねる。

……わかりません。

―

忘

話  し 方
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(2)声 のもの さし

(3)グル ープ編成

低 学 年 一―一 £人～ 事人

中 学 年 一― 事人

高 学 年
一

ギ鳩 人
     (偶 数が基本 )

(4)課題 と発間 に重点

各学年毎 にグル ープ研究を行 い それをぐれぞれの学級 で授業 し、結果 を

持 ちよ って話 し合 う c

(5)目標 を明確 にす る

。認知的目標 …・・具体的な目標 (そ の時間に蕪づかせた O t11理 解させたい

・態度的 目標・0… 学級経営的な目標 (例 /の声で議し基 う      
と)

相手の人を見て聞く。)

教科 における目標 (例 文字がはやくノー トに書ける。)

0学 級でのとりくみ          :          :

ダ月～よ月 十~生 活の中で

(1) 入学当初は 1日 も早く学校に慣れさせるために、できるだけ楽 しいふんい

きをつくり、話す機会も多 くする。

・ 自己紹介 (氏 名 、地 区 名 、すきなもの )

_:と なりの友達の名前を言 う。

・ きの うの ことを話 す 。



(2)みんなにわかるために努力したこ|■ ||‐||‐ ‐ ‐|‐ ■i●■| |:|■ ||

11‐ 1「はい』「:「ぃいえ」の辺‐事をはっきりする。
・‐   : ■ |‐

|‐ |:|
‐| || 16心を手li二轟亀基長基裏暮iよ ふ1基 ら二墓事:■  ||||||||
: 1先

生や友たちた蘭こえる芦で話議亀‐:・  ●1■ |‐ | ||‐ .:‐ |‐  |■ |■

(|)行華ⅢⅢIもグ,||サ|で

―
‐|(ベテ́ルTサ) ||    :|‐ |||||‐

: ・当番 11そうし |‐ ■ 係活動  。遊びなど         
― ‐ ||‐ |

6月■ 7月 ―一轟学級_の壺_で ■||1            1‐  ‐|

(1)学習のきまりをきめて|′ ズヾ1学習を始めるよ

・ペアパズ■■■2人で lF‐ 2と発表の順を決めるも  11    1

i ,      (で きるだけ発表の少ない掘菫が 1になるょう配慮)| :

|: `国語の授業で―■…確認バズ

:題
 :・ 材   あそんだときのこと          |  |  ‐■

■ 認知的目標  昨日遊んだことを思い出して5wをおとさずに作文を書く:

|11■態度的目標 |‐
・とならあ事に書くことを小さい芦で話ずふ

:|‐ ‐■11

■ |=1彎 ■ 億鍵 な難察 逸き禁 鍵 む鐙曇F彎 |卜 言ず ∵

開展

きのう学校や家で遊んだときのこ

○○さんの話と鈍盤め議とどちら

○○さん‐ ‐ ■| ‐
|ぱ くは(きのう、1ゆ うちゃんと

先生   ■  ‐ ■
i やごとりをしました6

※ 2文を比較させるとこどもたち
りにくを`通とに気づいた。そこ

・ だれが
―
い。つ ||ど こで |だれと

自分が書 くことを力■ドを使い |
ながらとなりの子に話しましょ |
つ 。

|::11.(グル■プバズ)・ |:|
こ5Wをひとつひとつ確認させる

とをよくわかるように話しまし―よう

がよくわかるでしよう。 1 11

かかでやごとりをしてあそびました

は 5Wを入れて話さなければ話がわカ
で次の―ステツプに入うた。| |111 1

1どうした をおさえるょ |

31 みんなに話したことを だれが t

いつ、どこで|、 だれとt どう
た6をぬかさないよ:う にかいて
みまし,ょ う6(■斎): | |:i



話したことをかきま
｀
しようも

:.      :        11  ‐   | ‐ 1      1       :  1・     11 1 :.: : 111  1  ・      :■

この展開のようにお学級では、バズを|てから書く作業を始めるとヽ|151が :き |

||||||||||||||||||||||||||||||:|||
彗‐学級■はt′ 食`基tな |｀■二恭た指導しそ書いため137≧串i二名といち轟集

‐
|:11   ■ | 

‐

| | |li.  : :[.   1 ‐  |■ ■ ■ 11■ ■ 11■
・

■ ■ |.

であるもしたがつてひとりひとり確かなっのにすゃ年り年ギ不

'摯

琴警奪響ν■|
:                     | :●   :    11:,| |‐

:理科の授業で||二 見うけパズ   :      :■ ■ |‐ ■l■ :::「 |

車  ‐元■|あめのひ はれのひ          | |111:■ ||||

認知的目標 1雨の日の情れの日地面と生の様子の違いを見つける
=: | |‐

|

‐態度轟義様‐‐むデォを見て違ャヽを■|える1‐ 11■
1■ 1111■ ||11111

学習課題

展 ‐

‐ |あ めのひとはれのひじめんのちがいをみつけましよ:う 志

開  (雨の目に授業を行う)    . : ‐ | ■ | |

1.:雨の日の運動場の様子 lぶ どのようになつているでしょう
`|  :i

21あめのひと はれのひのじめんとちがいをみつけましょう。

. ・ ビデオを見てくらべましょうこ ■     ■ : | |■  ‐

0となりの子とみつけたことを話しましよう。 (グル■プがズ)●

※話し合いが終つたら必ず 2人手をつないで立つふ‐ ‐_|:|
‐         11      1   11 :::i   : :            ‐ 

´ :

3。 外に出て水たまりで遊びましまら1111‐ ● :‐ ■・ |‐ |■ ||■■
|

'   二す          「 ・―  ―
ぃ込児童星二轟に発表する1見つけバズでは、発表の少ない児童が手をつないで

ので自信をも って発表ができていた。            |

3=おわりに ■  :

:・ 歩みのあと 仲間づくり  |

話 し合いの約束の高 まり

全体バズの広まり li l今後の課題
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第 ノ7爾全覇バズ学警耕寵集会 (分科会番号威)

―……轍 難業鋳 な議 し舎 ヒヽ学響 硲毅 響くみ …………絆

三菫難安灘郡覇要町立豊津悪ヽ学綾

量 次  緯  難

<研究 主顎 ≧そ 参要 彗>

今 藉クラス義子 ど毛L鍮義 :こ尋よ、授糞 幸、窪分録考 えを発表 で きない子 が纂

をヽ 。体 轟鋳舞霧減 、そ券ほとんど轟子ζ事元気 で`轟 り、また援賞 やなどここ:よ 、

と難 り難子 とす ぐ議 をした り得て貯ゝ 為準

い と攀攀 毅 攀薄1翁 分寿考 えて響碁ことを打 守も議 l″脅 北轟学毅づ く準を 藝

ざ して 静轟もこ}難 、まず 計難 藉攀で実数 で奪 轟義とこ lジ 軍 iよ 、講 b薄器響野締 、

∴ 蒔轟を し 争鼻ゝ 拳響 くな毅
｀
約轟農簿霧学習鱗度鍮姿紅準 tFる ことで轟 ろう。

次 うこ考 えた こ嶺は 、小ダ
｀
鳥―プで昨議 し会 をヽ懸動をと 攀入.れ ることうこよ藝、

事 く義子 が発言す碁羅会 ril簿 て、発表す 尋ことをこ対 す る鐵ずか れ字を解 難 し、

畿蘇 を持 てるよ うにす ることで轟る。そ義装長 、学習曇灘 まりができ墨毎鍛

七考 え轟。

ここ義欝 し舎 響翠:響 ζこつをヽて、通、れ まで命と りく み の一購 を轟げる。

く研究鍔等 >

―――算教科学爾苺こ粋け4薄 曲バズ学警 ―…―・rh・ t,

秒とつひとりの子ども侍覇離性をいきだし、奮で轟挙警ξ鰭導競命工費とし

て斃蕪バズ方式をとりあ lゴ 、そ織実識的研究をすす轟てきた。

鶏鐵バ ズ傘教育集作 i拿 、電菫自身総議蒸 :こ よって翁裁に織手を灘択 し、ま

た変更でき轟となゝう時徴を持 ってしヽ轟小さらをこ甕菫織績毅鋳な参節をうなが

すた論をこ、

◎問題解決できな馨L覧 菫をま、立ち上が準てご きた慮菫路ところへたずねこ准



行 く。

◎菫解できなンヽ露量 t意 、できるまで席にもどれな¥ゝ

奪解決できてをヽる3諺菫は、たずねてきた電菫キこ教 え基義務が必轟書

とヤ
.ヽ

準たとりく準に調するルールを設定して卜る。通めような事態守減樹

実質》凝糞苛壽入羅舞報が表嚢化し、強 7L緊張とがゝっと器が警鶴できると考え

轟。

そ毅で 、毅群 として稼襲選 彎意竜選薩 夕難長 がほ っき 警 lゴ て をヽ轟算毅纂:を

と 碧あど、緩難 をすす轟轟幸で学警 欝紙嚢砂をヽての慧誰 が ど多変籍 吉 機かを

構議 蒻壺 寿分纂tか らをま難 し、隣鐵バ ズ方式 鋳難業 を灘itt lメ ょうと試 みな。

(〆 }援難勢轟れ

轟 i露 ,「 寸ズ彗 、輝菫簿 をこ織 々な緊張 とか 準と 静磯轟 こず だζ∫襲、そ 砕慧覇

を十分うこ甕解 率せてお く通とが 4碁要 で轟 4。 そ 通で、一 方策 と ζルタで 夢学響

難きまり瑾を作成 し難有 lノ た。

学肇尋きま器 (援すい〕
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こ幸よう:義 すると、

0「 わから毅も
'人諜よ、主だちと轟幕台うこ.と 言こよ争でタミ′守もわか尋寺 j

◎ 手
｀
わかってい拳入1よ 、茂ギちに轟職事二:こ と1■ よってもよ1)い つ苺うわかる.J

よう,こ なると鐸時〔義、

◎「 ケテス申入驚ちが、事A,こfで 重Jを 合わせで、鼈傲 ′た 与作業をすることができ4.ミ キ:キ

な心ゃ 」

と悪いますら

養 しく、磯為いクうスで. ネムJな寺iゎか尋鶴攘 をすす三,島 ため:こ が∴ f」 ってもヽ 摯求れようキ

〔麟}罐菫鋳慧轟ここ参ヤヽて

菱裁バズとシゝ寺学藩薄波を子どξiた ち韓≒ど多数島r毅 轟て奪Lるか奄鐘尋

賞録範 L〆 √瑠 覇轟攀た警可麟確纂壼を実擁 した壽夜義轟ξ,表をよ基覇 甕を

と醤轟した毎器で轟轟争 ・・

鏡縫∫
(ヾ

ズが立 っ冤み ず舞 :こ 行き、選撃でき辱菫ですξ作れな計L毅 い修量響

しさ録幸 :こ 、羹分で爾奪やま計LA器 象裏4へ縁 くと枠う驚戦で轟尋曇とか

ら、壽鍵j碁 :こ 爾躍嚢ここと響くな議度 を幾 静こと毎ここ、左だちな難力 し写舞養轟を

解 響ヽてンLく 楽 しさを教嗜〕うことがで量轟とンLう ことが言えそうで轟轟摯曇

券ようiこ 翁蕪バズは、ひと等ひとり鋳罐菫ざそれぞ机奉立鰈に応 じて学警

ここ参難 l庁 でヤ為くと話■曇轟鏡轟轟学習藤波と lノ て受〕fと黒られてむゝると考え

られる寺                 ″

<今後難纂毅>

攀 これま彎濾鮮数料を中心として群究をすす鋒写攀ながち儀玲救群義鷺薄

した場合、難轟鋳難灘移金ンヽ学群が彎醗か,モ 身難轟をこ儀機A慧彎脅よ攀

再鋒轟亀鋒の手だてが導要で轟碁。

○ 一毅:こ そしわれ碁グループ学警輝較、どこで鑽曇鰈会が最も難叢簿かを考

えねばならなをヽ。また、攀年、議畿の性難義よって当然かえていかねばな

らない。
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第 ノア理 全轟パズ学習研究集会 (分孝斗t卜番号  2)

研 究主題 「 効果轟警な話 し合い学習 J

――「支えあう学習集団づ く奪Jをめ ざして 一―一一

兵庫県姫路市立ノヽ本小学校

市  場  都  也

の統合 で同時達成)を :

旨菌女

学 習

(■〕 争支たあ

○

○

予

く.画 唇   亘[ζttFII )>
……個 と個 、個 と集 鐵 命相 爾 係 ……

要
=夏

再
~'~爾‐~~~

「効果的 な講 し合いまができる学習形態や拳習意欲

IX
何
と暮
か ま

争
ゝ ノ

こ鋳 よ

う学理集種二 :こ守るための集彊共警 (集種づ く勢鋳穐曇 l

自畿 fこ 驚ミュ鳥ケニ 摯で警る集観で
｀
あること。

全員が共通の価値体桑 をもつことがで きる集議で轟ること。

常に協同活動が見 られ る集圏であること。

個人の欲求調整がなされ る集団であること。

メンバー間の役割の分化が見 られ る集翻であること。

個 々人 の生産 1隻が高めやすしヽ集翻であること。

な学習集団 をつくるべ 4努力を重ねできた。

(電 .}研究主題をどう受:す 止めたか。

児
　
童
　
の
　
守人
　
態

(そ のために1ま}、

:憲賓費二   壼董

(潤 騨教育勢視点}

A権尊重 砕精神

支

の



研 究 内 容  =実 銭 研 究 例

〆書「イ種を生か理 と等くみ縄やいで。
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:こ よってだれとでも交替ずきるよう:二 、驚成に搾めている魯

0 指導の形態 :こ 警与ヽで.

。 一斉指導 (…斉学習)吟他 に、グループ (小集翻)学習を多 く取 り

入れるようf↓ じて与ヽ碁摯罵 議 じ春毎ヽ1舌難 .共鋼学習作業 など

,運進梵iよ 、なるべく集圏母中 指ヾ導懇=教師瀑t、 善聞が=教轟華幸個

艇指導を避:ま でいる像 〔「れな、いJと しヽか意幸まt寺なく、還違児や彗導職イ鐵

劇指導母警をと毎ない機器慧幕}

○ 学プP観 と評儘 :こ 嗜いて無

綾鐸幸1が教えた (1難導 亀「亀l事項中晴解度だ(サ
゛
キ学寿彙見な 難で評傷

する今ず:ま な く、「学び方勢方量母体得ゴを重視 ≧′、簿翌角ギ漬i轟きな鏡寿

多態度を学島 ≧亀F‐
~t~重

じできたキ= 指導要録 事選無票 :こ も、こ昨鑽摯

が 生 欝で い 等 奪

塁奇 Fギ難とで総J 罫イ繊と.轟癬`J ttA彎 関係を麟轟 4と 等くみ :こ 準与ヽゞ

「支え磋》う学習轟 l萱:J と|ま 、 イ銀とで轟、 イ鸞と典壽碁tイ申間 :瑳i意裁げンもと:こ 、“誹 :す

教 え合い、難 妻移春 もヽ、藩 き春 い、高め合 幸でい :雫
・巻人間爾係ができでしヽ

いる拳習集轟 をい う鋳で :ま な等ヽだ ろ警か傘

その基藤 となる母:ま 、

1 なんずも言 える 毎t、 んい 奪Jを 、集翻の中につ くること。

麓 黒選母準 とり準 とつが、仲間意識 :こ燃 えること。

で :ま ないだ与争か藝

{電 )なんざ蓬言える凛、んいさづく争のため Fこ 幸

攀 学習器中だ:ま ず「何でも言おう。轟 !ま だめである轟

○ なんずも言える場づくりと議躊繊器tい る。

器 鷺鷲 :ま 止轟、賞賛を選手う。

各 育≧角懇ヽ幸iれ 母ヽ講漂方 (こ なるよう、激職と賞轟言葉を。 (教師も伸

時も}

傘 聞さ上手にな幸でやみ与傘



(力 )伸聞意識を高めるため :こ

尋 道徳 (同和}学習鍮中肇
・

道徳 で同和l学習を鸞 もで、伸簿意識脅高等=Aを大嘴裁する撃藉神織育

裁 =を獄ることがず攀幕轟島ヽ大 きい争

伸聞簿識を高めるため〔こ基盤:と なること|よ 、

1 生命 3健康を尊重す轟ことができみ舎 露 裁ヵを十分 1こ伸ござ
ま
撃こ

とがずきる寺 拿 労器 を尊重することができ轟驀 理 装澪唾・事舎華

摯予碁を認識 輩、その禁溝ができる。 霧 釜艇 命を等ヽ半鸞な社会 (学

糠難 を態球i告す拳ことがで挙暮き ず轟る等

特 f鼻 、支え春 える警問慧織な嗜≪る角轟鐘鐘、

嚇 轟分 鈴正 しいお億 導る意見 な轟 れ春い、ふ典な昨:警 ヾ確か轟春 うこ
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分 科 会 ( 2
第 /7回  全 国 パ ズ 学 習 研 究 集 会

効 果 的 な 話 し合 い 学 習

:     支 え あ う学 習 集 団 づ く.り

'         徳 島 市 八 万 南 小 学 校

JL   村   露色   子

l o lよ じ 1カ に

新 し い 教 育 の ね ら い と して「 ゆ と り あ る し か も充 実 した 学

校 生 活 の 創 造 Jと い う こ とが 望 まれ て い る .こ の こ と の 実 現

は何 と い ら て も 1時 間 1時 間 の 授 業 に お け る ゆ と り と充 実 が

図 られ な け れ ば な ら な い 。 で は 学 ぶ 者 に と っ て の 授 業 に お け

る ゆ と り と充 実 と は 何 で あ ろ うか 。

そ れ は 、 「 よ くわ か る 授 業 Jで あ り、 「 自 分 か ら進 ん で 取

り組 め る 学 習 J「 自 分 な りに じ っ く り考 え た り想 像 した りす

る こ と が で き る 授 業 Jと い う こ とで あ ろ う .つ ま り、 ひ と り

ひ と りが よ ろ こ ん で 参 加 す る 授 業 の 創 造 と い う こ と で あ る .

2・ よ ろ こ ん で 参 加 す る 授 業

こ の こ と に は 、 い く つ か の 条 件 が あ る .

(/)人 の 話 に 耳 を 傾 け て 聞 け る学 級 づ く り

問 題 に 直 面 し答 え を 求 め る ま で に は 、 児 童 た ち の 試

行 錯 誤 が あ る .こ の 試 行礎 誤 に は 、 あ る 児 童 の 誤 解 や

田 解 が あ ろ う .こ の 誤 ,を 開 け る こ とが 、 ど の 児 童 も

参 加 で き る条 件 の 一 つ て あ る 、どの 児 童 の 発 言 で も、

最 後 ま で 問 け る人 間 関 係 が 育 て られ な け れ ば な ら な い

(2)何 で も発 言 で き る学 繊 づ く り

児 童 に と づ て 、 思 ら た こ と が 言 え る学 級 は 、 自 己 の

存 在 が 認 め られ る学 績 で あ る 、発 言す る た め に は 、 相

手 を意 識 した り、 発 言 内 容 を気 に した り、 喘1違 っ て は

な ら な い 、 と
・
い う よ うな 気 後 れ に よ っ て 恐 怖 感:を も.っ

て し ま う.だ か ら認 め 励 ます こ とに よ っ て 、 学 習 へ の

声



意 欲 を も り立 で な け れ ば な ら な い .

(3)学 習 方 法 の 改 善  ′

学 習 指 導 法 は 一 般 的 に ま だ ァ Fol― 答 式 一 斉 指 導 の 域

を 脱 し て い な い .こ れ で は 一 時 間 の 指 導 を終 っ て 争 て

も 、 目様 に 対 す る到 速 度 が あ い ま い な こ とが 多 い こ 五 、

本 人 の 児 童 の 発 表 を 聞 い て な ん と な く学 力 が 高 ま っ た

よ う な
'H覚

を もつ わ け で あ る .

こ の よ う な 教 師 中 心 の つ め 込 み に よ る弊 に つ い て は

論 を また な い と こ ろ で あ る .こ こ に 学 習 方 法 の 改 善 が

求 め られ る の は 当 然 の こ と で あ っ ■ .

以 上 の よ う な こ とか ら「 新 し い 教 育 の 灯 Jと して 、 こ こ.:こ 脚

光 を あ び た の が 「 パ ズ 学 習 Jな の で あ る 。

3・ パ ズ 学 習 へ の 期 待

パ ズ 学 習 は 、 効 果 的 な 話 し合 い 学 習 に よ り t「 自 ら学 ぶ J

力 を 高 め な が ら 、 児 童 達 相 互 の 力 で 学 習 を 推 し進 め て い く .

つ ま リバ ズ 集 団 に 支 え られ な が ら 、 自 力 で 学 習 す る 構 え を 育

て 方 向 を 示 唆 し方 法 を学 び と ら せ る こ とが で き る .同 時 に 支

え 合 う学 習 集 団 を 育 成 し、 人 間 関 係 を高 め 「 生 き が い Jに つ

な が る も の な の で あ る .

4・ パ ズ 学 習 へ の 取 り組 み

前 述 の よ うに パ ズ 学 習 は ミ 小 集 団 に よ る 効 果
・
的 な 話 し合 い

学 習 に よ り、 ひ と りひ と りの 学 力 を イ申 ば し同 時 に 支 え 合 う望

ま し い 人 間 関 係 を高 め る 指 導 .の 統 合 で あ る .そ こ で 指 導 目 標

も こ の 両 者 で 設 定 す る .

課 題 の な い と こ ろ に 、学 習 は 存 在 し な い 。 パ ズ 学 習 に お い

で も通 切 な 課 題 の 構 成 と提 示 、 解 決 方 法 の 指 示 な ど が 必 要 と

な る .前 者 に つ い て は 、 個 々 の 教 材 に。よ り、 教 帥 の 指 導 意 図

に よ っ て 一 概 に 述 べ ら́れ な い の で 、 後 者 に つ い て 考 え て み た

い  .

/.拡 散 反 応 … … 解 決 へ の 予 想 を 立 て 、方 向 や 見 通 し を も つ

0分 類 一 一 ∵ 分 け る パ ズ  (単 `純 )

O LL較 ・―一―一 比 べ る パ ズ  (単  純 )

2:集 中 反 応 … … 課 題 に 没。豆曇し 、 予 想 を 実 証 す る 解 決 行 動 .

0解 決 一 一 一 集 め る パ ズ  (深  化 )

J.主 体 反 応 … … 学 習 を 反 省 し 、 問 題 点 や 解 決 事 項 な ど を 明

確 に す る .

◎ 確 認 一 一
~ま とめ るパ ズ (複  合 )

享 .発 展 反 応 … … 練 習 に よ り理 解 を確 実 に し、 他 へ も適 用 を

は か る .

0応 用 ∵一二一 ひ ろ け るパ ズ  (複  合 )



パ ズ 学 習 に は 、 一 つ の 問 題 解 決 の た め に 、 小 集 団 で 集 中

的 に 話 し合 う「 単 純 パ ズ」 と学 習 過 程 の 中 で 、 問 題 解 決 に

至 る 思 考 の 流 れ を プ ロ グ ラ ム に 組 み 、小 集 団 で 話 し合 う「

深 化 パ ズ Jが あ る ..更 に そ の 商 者 を組 み 合
|せ

た 「 複 合 パ ズ

Jが あ る .そ れ ら の 位 置 づ け は 教 師 の 指 導 意 図 に よ る こ と

は い う まで も な い .

5・ パ ズ学 習 の 実 践 例

◎ 国 語 科 (光 村 )ご 年 上

/単 元  心 に 思 っ た こ と は (ど う話 )

2題 材  太 郎 こ お ろ ぎ
:

J指 導 目標     :
a 価 値 目標・b… こ の 童 話 Iこ こ あ られ て い る「 人 物 像 J

を 、 感 じ と る こ とが で き る よ うに1す る .

b 技 能 目 様・お… 登 場 人 物 に つ い て の 語 り手 の と,ら え方

と 、 自分 の 考 え を■ヒベ た り 、 人 物 の性 格 や 場 面 の よ

う す を 手 が か りに し て 、 イ メ ー ジ 豊 か に 読 み ひ ろ け

ら れ る よ う に す る .

c 言 語 事 項 … … 人 物 の 心 情 を 理 解 す る た め に 必 要 な 文

字 や 語 旬 に 関 心 を も ち
・
、 そ れ を増 す こ とが で き る よ

う に す る .

享 本 時 の 指 導 (/θ 時 間 扱 い の 第 乙 時 )

a 本 時 の 目 標 … … 消 し ゴ ム の 場 面 か ら、 太 郎 と し の と

の 関 係 を 中 心 に 、 太 郎 の 人 柄 を 読 み と る こ と が で き

る .

b 本 時 の 展 開

ノt 習学

1 本 時 の諄 習 の ね

ら し、を明 確 に さ せ

る .        _
2.人 柄 を 読 み 取 る

た め に 、 言 動 ゃ 気

持 ち を手 が か りに

す る こ と を理 解 ざ

せ る 。

3「 学 習 のiめ あ て

Jを 考 え な が ら 、
・
読 ま せ る 。

1本 時 の 学 習 の あ

あ て「 太 郎 は どん

な 子 か 、 読 み
・
と ろ

6皐喜勇二劣11
解 決 す る た め に 、

ど う す れ ば ま い か

話 し 合 う .  :
_3 消 じ ゴ ム の 場 面

.を 音 読 す る 。

0券みるパズ・ご
―‐人 ひ と りの 児

童 は 、 既 習 の 学

習 体 験 の 想 起 か

ら 、 本 時 間 題 解

決 の 方 法 を選 別

し て 考 え る で あ

ろ うが 、 パ ズ 学

習 に よ りそ の 方

ガ費が よ り〔現石曖 :こ

な り t効 果 的 に

学 習 を 進 め る こ

とが で き る .

て

る

一
】

つ
す

一

そ

を
　
、

に

ペ

題

調
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課
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り の 感

じ 方 や 考 え 方 に 1ま

5-人 1ひ と

ち が い が あ る こ と

柄 の 読 み 取 り を 深

め させ る 。

7本 時 学 習 の ま と

め を さ せ る .

8次 時 の 学 習 へ 方

向 づ け る も

○ ひ こ ?申 べ し た

'こ
と を 、 クト集 団 で

話 し 合 わ せ
'る

。 1

0プ ログラムにょ

|っ てバスをしヽ本

時 の 学 習 を ま と め

る .

3次 時 の 「 学 習 の

あ あ てJを 知 る .

○ 準 め 乞 ノt不 … 課 響
1に 向 っ て 読 み ひ ろ け

読 み 深 め る :学 習 展
・
liilの 場 面 て み る ●

ひ と り調 べ の 読 み

取
:り の 上 に t友 達 の

い ろ い ろ な 意 男`を 聞

く こiと に よ り、 い ろ

い ろ な 読 み 取 り が あ

る こ と に 気 が つ き 自

分 の 読 み が 深 め ら れ

こ3羅 晟 き|九 ニ プ ニ ´

ラ ム に よ り 、 本 時 の

学 習 の ま と め を 効 果

的 `1■ す る 。 こ れ は 深

化 パ ズ で 、 ラ ダ ー ス

:と … … の よ う に 話 し

合 わ れ る .

に ,気 づ か せ る . 6全 体 で 話 し 合 っ

外 の 人 物 が ど 「 学 習 問 題 Jを

と め る .思 い 、 ど う言 っ て

い る か を 調 べ る こ

と に よ
・
り「太 郎 の 人

て

　

ま

ヽ
つ

60お わ りに

現 代 っ 子 は 、 「 頭 で ら
・
か ち Jだ と か 「 感 激 が な い Jた ど と言

わ れ て い る が 、 ほ ん と うに そ う な の だ ろ うか 。 地 下 本 も そ Iの ま

ま で は わ き 出 し て は こ な い .き っ か け が 必 要 な の だ 。

話 し合 い・…・ と い う も ぅ と も人 間 的 な 活 動 を と お し て :、 イ国人

と 集 団 と の な目互 問 係 に 着 目 し 、 学 力 と人 間 関 係 の 統 合 を は か っ

た す ば ら し い学 習 方 式 。 そ れ の 効 果 と価 値 を 信 じ て 歩 み 続 け て

き た が ヽ 日 碁 れ て 道 遠 し の 感 じ き り で あ る 。

し か し 、 何 よ り も児 童 た ち の 「 パ ズ は 楽 し い 。 J「 勉 強 が よ

くわ か る .J「 さ ら い だ った 友 だ ち と も仲 よ くな れ る .」 ・ |・・

な ど の よ ろ こ び の 声 に 支 え ら れ て が ん は っ て き た .

反 面 、パ ズ学 習 をよ り確 か な もの に す るた め にミ「 位 置 づ け

J、 「 書 くこ とへ の定 看 J「 評 価 の方 法 Jな どの問 題 に つ い て

の 研 究 を重 ね 、 よ りよい _も の に 育 で あ げた し` と顧 うてい る .
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1`は じめに

l .げ ― :昨年度から児童,指導要録の内容も変わり、観点BI」の到麟度評価をつけるようになって
きた。しかし、現実には、鶴点別のあらゆる面の選城度がどのように達成されているかの選求
より、

・
成議の評定が、各教科とも知識、理解.技能面だけでつけられることが多かった。そあ

ため、毎日の授業の指導の重点も、知識、理解の面を中心にすすめられていることが多かった。
けれども、観点測倒選度評価のねらいが、知識、理解の認知的な領域ばかり重視するのではな
く、興味、関心、態度などの情意的な領域や技能、能力的な領域も充分考慮して評価するよう
になっている。また、毎日の授業においても、上記の三領域を教師がしっかり把握 し、自覚じ

´

て指導じていくことが児童の学習意欲を高め知識の定着をはかってぃく上でも大切であると思
つている。そして、到速度評価が、児議の成議を他人との比較でみるものでなく、学書書標に

対してどれだけの児童カメ出来たかをみてぃくものである。だなら、
等師は毎時間の目標をきち

んと把握じ下いてもその目標にどれだけの児童が達成しているかをたぇず把握してぃくこと島g

・大切である。そあ把握の方法が評価である。評価して達成が不十分なれば、フィールドバニク
しで議指導をして十分電絆させたり,どこに指導の欠陥がぁったかを追求しなけれ:まならなぃ。
このように「 指導 Jと「 評価 Jは一体でお互いに策連しあって指導の向上に役立っている.

2 研究のねらい

本年度の研究のならいを次のようにたてて研究をすすめてきた。

(1)学習遇程における評価を進求す轟ことにょり次の6点の進展をはかる。

。児童の参加度を高ゅ自:己素義機織を与える.

。学習内容の理解を健進し、諸傷拡充をする。

。児童の学習意欲を高め義こ

。児童の社会鮨態度の変化と人
:臓
鶴係の一鮨の醸成をはかる。

●積の発見をはかり、銀o育成をはかる.

0指導と評価ゆ―奪義陸すす機て毅象●改善をはかり、学習0勲暉化をすすめる.

」7ムIJt蕉 ′
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3年 観点罰調達目機のとらえ方とすすめ方

観点鸞到通度評価を学年末の指導要録につけるためにするという考え方に立つと毎晴籠、単

元ことも学期ごとに群薇をきちんとつけていかなくてはならない。そのため、教椰は評薔のた

めに授業をするという考え方に立つのではなく、毎日の授業の目標をしっかり立て、露標に対
l      

・

そのため、市から出されている機点躍到違目標を生かした授業を設計していくことが大切で

あると考えて研究をすすめた.具体的には、次のような点にしはって研究をすすあてきた。

。「 市から出された機点露到運目標 Jを分析して、1時間ごとの観点罰のならいをはつきりさ

せた授業を推進する。

。毎日の授業において、その時目のならいを児童に知らせて、学習中や観業の終わりに児童自

身に反省させる自己評価活動を充実し、見童の学習意微を高めようとした・ また授業の活動

状況を観察ゝ発言ゝィート、月議のメモ、感線文、小テストなどをつかって評価したものを

どのように記録したり、累積したりするかゝその方法を工夫研究する.

。学習中児童が到購目標(1時間の目標)に ギの程度到選したかを経握する'た め即時評価を充

実して授業をすすめる。その実践とその結果の活用方法(指導の反省、授業の改造、児童の

参加度の向上、評価結果の累積方法 )・の追求14つ とめる。        ・

●態度、関心を評定するために、具体的にどのような方法を実践して、毎日の授業の改善と子

どもの学習意欲の向上にどう役立てるか遣求する。

◎到遷度評価をしていく上での留意点

。この評価を、指導要録や通知表に成績をつけるための評饉という考えでなくも児童が目様に

対してどれだけ到難 したかをみていくためのものである。その結果は、指導の反省に役立て、

渡業をどう教善じそぃくかに資するものでなければならない。
●到違目標は、知識理解だけでなく、態度、関心、技能の面からも検討して、事師自身が何を

教えるかを発分に工夫じ研究 して作成することが大切である。      1 '
。裁選度評価は、他人との比較をするものでなく、日標をどれだけ還成したかをみていく警嬌

である。

。到速度評価の実践にあたっては,形成的評価の充実をはかり完全習苺学習をめざすものT「I

ければならなも`.

。毎時間の指導にあたって教師はしつかりした目鎌を|っ て授業にのぞむことが大切であるこ

。授業中の評価では、児童にこれがわかりましたかとたずねるより、具体的な関題を出してこ

れが出来ましたかときく方がより科学的で薇かな評病方法である。

紙
'ユ

‖ 3ヽF2.  |
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I ttfl)慶奪夜     キ
|    一年生は、まだ、書くことに抵抗がありこテストによる評価に、かたよることは、危険で

ある。児壼∵人一人を、細かく観察し、座席表を活用して記録することを試みた.ま た、結
:

1   果やできばぇのみを重視することをさtrる ため、作業中の児童の様子をチェッタしていつた。

遊んだり、観察している時など、暮 な々場面での児童のつA・やきをとりあげるのに、大、ん

役立つた。

1(例 )理科「 磁石遊び J

Oく つつ くものはてつゝふくや本は くっつかん.

0 タリップにタリップが?く 。

。 タリップはきいこう 14こ までつくL

。 さてつが よこからとんでくる。

。 本の下からでもうごく。

● 下じきの上できてつがダンスする。

・  A・ らんこみたいにふるえて、ついている。

(2)評価テスト

観察をしていく一方、授業中の活動が、具体的にあとに残るよう、ノート・プリント・小

テスト・ ワークシート・ベーパーテスト等を活用した。評価テストはゝたとえば、国語では

ひらがな五十音の表記・拗音 。掟音、長音、拗長音の表記、というように.な るべく経かい

ステップで、一人一人の学習状況が把めるようにした。  `

(例 )

(3)がんばリノート

単元ごとの区切りだけでなく、反復練習ができるよう、小テスト場のがんばリノートを作

った。このノートは、国語の書き取り、算数の計算練習に、主に活用し、必ず、できなかつ

たとこうを、その日の内に、繰り返し練習させ、事後の指導に努めた。ノ,卜 という点で、

プリントより児童の進歩の記録が累積でき、教師の手元IC置いておけるというfl」点が、大き

かった。

(4)評銀の難かしい観点に対する試み

鐸轟を、教師の主題に頼ることのないよう、ど命観点でも、なるべく具体的なもめにあら

わすことのできるように、評価方法を正大した。たとえば、轟議の「 聞くJの観点では、議

を難いて答える、聞き取りのテストを行った。また、図工σ「 鑑賞の能力 Jでは、児麓の作

品の中から、よいと思う作品、作品のよい所を深させ、それにより評価するという方法も試

みた。「 関心・態度Jでは、国語で 本読みカード、本読み感懇カード.音楽では、ビアニ

※ これは、磁石 `タ リップ

砂鉄等で,自由に選ばせた   。

場面で、ひろったつぷやき

の―部である。

t爵ユAFれ  言お



力擦習カードを利用した。

(例 )本読み感想カード → 別紙

15}総揺的評価について                     、

通知表の学習状況は、それぞれの目標のはば9割以上理解していれば十、6割以下であれ

ば
「

とし、評定機も同様に10と0をつけた。欝語ち算数は、具体的な到還目標をあげ、そ

れに対する評価を行った。

学習の様子(3学期〕

島鵜1「旬 r
(1)学習過程における形成的評価の有り方

授業の展開撃、下位行動目標を一定の順序でおさえながら進行していくo到達嵐標を達成

するためには、一つの下位行動目標が達成されなければならない。このことは下位行動目標

のまとまりことに評価し不十分なところは補充しなければならない。

この形成的評価については、教師だ1ナでなく、子ども一人ひとりの自主的な自己評価とグ

ループ活動の話し合いの中で評価される。

(2)教育課羅わ内容と、観点81J到達目標と照らしあゎせた評価方法

ア 算数の題材教材

0 三角形と閣角形より                   ″

時数 教 育 課 程 墨標行動 評価方法

(1)

合爾な

図 形

用護「 合間 Jを指導じ確かめる A・ C ノー ト

対応する頂点選角の意味を指導

合同な図形の性質について考察
B ノート・だサスト

合間な選形を見つtす る問題 A・ B'C ノート・尋サスト

舞 と

輸

浄>き方

三角形の形大 きさについて考察 D ノー ト

三角形のかき席の指導繊習 D ノー ト

鶴角形のかき方の指導線習 E"F・ G・菫 ノート・ォ■スト

合岡な図形三角形簗角形の作図 F・
`3・

菫 ノート・/1サ スト

郵 と

酸 駒

角

三角形の内角の和(1鱒 を実証

藝角形の内角の和を考察
二・J ノー ト

角の大きさを求める間麗作図 I'J`K ノート・rjテスト

輌ムra、 F手



撻形の合間の意味がわかる。

合関な図形では、対応する頂点・辺・角の大きさ力藩 しいことがわかる。

平行四週形、ひし形は対角線によつて2つの合間な三角形に分けられることが分かる。

どれだけの条件を用いれば、台闘な三角形をかくことができるかわかる・

合目な四角形のかき方がわかるγ
オ

合腱な三角形、四角rr/をかくこ
荘
ができる。

三角形・露角形を合同という鶴点で調べることができる。

合同な図形をかくために必要な条件を見つけようとする。

三角形の内角の和が 180°になることがわかる。

手角形OrS角の和が180°であ謁ことを基に,多角形の内角の和を考え出すことができる.

三角形や、多角形の内角の和を図形の性質を用いて,調ぺようとする。

t4)耕

教育課程の示した学習内容と、市教委の示した目穂行動が、必ずしも-5tしない部分が見う

けられた。この方法によると、教師は、小テストをするなど評価に追われ、時間的には指導内

容が短縮できるということがわかつたoま た一方、学習内容に児童がついて行けないという不 ′

安も感じられる・

学習過程の中で形成的評価をすることによつて、~人ひとりの解かり方の良さを認めてやる

ことがそき。主体的・個性的な学習力が育っていくものであるo

高学年 (6年 )

関心・誓度の評価について

ユ はじめに

観点別評価をふりかえってみると、最 も取扱いのむずかしいものが、翼心・態度である。関

心・態度の趣旨をみても、一体何によつて評価すればよいのかが、よく分からない。そこで、

関心・態度tiD高 さを測りうる具体的な行動 と数量化について、0:究 してみること||し たo

2 方針

(1)評価のための評価ではなく、各教科の学習の土台 となりうる具体的な行動をみつける。

(2)関心・態度の高さを数量化するための要当な評価規準をつくる。

3 研究の内容

(1)国語                      。

予習による評定 と発言・読書量による評定を総合して評定する。

意味翻べ (意味のわからない額句をどれだけ調べたか )

輌ル、だ、驚

0

:轟

I

J

X



次の単元tcは いる前にf●つた0 いわれてやった① やらなかつた0
発言(授業中どれだけ挙手をしぃ発富したか.教科書を進んで議んだか )

挙手・発言回数を5段階絶対群定

機書量(図書をどれだけ読んだか。家で教科書を何回読んだか)  ふ

読んだ量を5段階絶対群定

'ノ ート(わかりやすく、大切な事項がしつかり書けているか )

しつかり書けている③ だいたい書けている② 書けていなもl①

f2)社会

' 予習内容による評定(調べるための資料を自分できがし、自分の力で調べる。そして、議ベ

たことをノートにメモする.そのノートの内容にょっで評定 )

アと。イC)夕 と二② ア・イ② ウ颯① アイ① ク・IO
犠

点

規

準

ア、課題についてくわしく露べてある

イ、メモとして書かれている

久 わからないことが調べてある

工、自分の考えがまとめら́ 'いる

だいたい

だいたい

書き出してある

だも`たも`

少ない

丸 うつ しとなつている

なも`

ない

よ、おわ りに

督絆〔声尭づ参ミとにごリス
'め

Fatiあ葬ミ軍まμ・
。児童の理解の程度、学習の修得力などをより具体的に握握することが出来で理解の悪い児童

への再指導が選切にできるようになつた。

。毎時間の即時評価の実践は、児童に学習のねらいを自党させて理解を健進し、学習意欲を高

めることができた.ま た児童のつまづきがよくわかり、フィードバッタが可能で、理解の段

階にそった具体的な指導が出来て、理解を定着させることが出来た。

・
・
教師が観点rlJの調達目標を分析研究して授業にのぞむことにより、学習内容の精選と指導の

要点の把握がより可能となつた.

。観点rlJの評価をおじすすみることは、教節の学習内容の分析がより具体化しゞ指導の手だて、

授業の準備、テストの処理等を計画的にすすめることの大切さが自覚されて毎日の授業内容

の充実に役立っている。

●評価の研究は、教師が児童の実態と多方面からより深く理解するのに役立ち、児この理解を

‐確実にすることは、通切な指導はどうあるべきかがより可能となつて授業の改善が提進され、

まなよい指導法の追求となつている。理J諄嶽尋移力毛海まってい砂
以上、本年 1年間の実践のまとめを列挙したが、今後次のような問題点の追求をしなければな

らなも`●  1,.

0児童の活難 況を各方面からとらえて評価しているが、その結果を毎日の授業に生かすため

に授業構造のあり方をもつと研究していくことが重要である。            輌 心地` R`
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7 画 全  国 バ ズ 学 習 研 究 集 会  (分科会番号  3)

研究主題  態  考  を 深  わ る 縄 瓦  作  用

個人慧考 と集団思争 人間関係 の高まり

岐撃爆,土鮫市立 泉西小学校

研究主題とその要旨

1 児童の実態

昨年、五個荘小学校を参観 し、全職最でバズ学習のすば らしさを眼のあたりにし、事年生当時の鐘

任の指導により、ある緩動 バズ学習の経験をしている。 1ノ かtr内容は、順番に自分の考 えを述べる

だけで、護しあヒ`に発展することもなく、意奪も深まつてひるとはいえなを嗽 議である。原理として

1)学 習譲題に対 しての自分の考えがしっかり確立して神なレヽ。

2) 自券の考 えと梅人の考えを比較しようとしない。

3) クラス書えで、お互いに薮曲な話しあンヽがまだできな L/■ .

以上のご点があると考え次のような仮諦を立てて指導してきた。

1)学習課題に対する自分の立場や考えをはつきりさせるために、個の時間を確保し、4添ずノー ト

に書かせる。

2)話しあいを深め、有効なものにするために、_発言の約束を決める。

「○○さんに付け足しですが ・ヽ。・」

「○○さんに反対ですが・。そ・J

「○○さんに薦間ですが。・・0」

「ぼくは……と思1/1ま す。わけは……です。J

3)話しあひだけでなく、人間関係を改善するため、グループ単位の学習作業を採 リメ、れる。

4〕 話しあい 。学習作業の能率化を図るために、り二‐ダーの育成に努める。

5)望 ましい人間関係を形成しつつ、学力を向上させ、成果を自分たち籍酢で確認させる。

(自 己採点・グループ毎の平均点 )

2 社会科におけるバズ学習

社会科ばともすると、数多 くの知識をいかにしてより多 くつめこむか、と ′ヽ`うことになりがちであ

る。しかし、翼の日的は、自分が新たな事象に直面 した詩、過去の社会事象で学んだ力を活用させて

社会の一員としてよりよく生きてを`くかを求め続ける態度 ・習慣を、いかにして形成するかとヤヽらこ

― “ 1,一
‐

村索潜
一



菫盤的判断

主 体的判断

とであると考 える。

こうした力を育 てるために 、私は社会科 の一時間の授業の構造 C)基本を次表 のよ うに考 えている。
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∫
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∫

ヽ

〔自分ならこうする

社会議 の授業 を上図 のようにと らえた場合 ヽ学んだ ことを将来生 きて働 く知識にまで高め ることは 、

感情簿判断を理性的判断に 、更に それを主体的判断に まで高め ることを意味す るものであ る。

そのために 、感情的判断か ら主体釣判断 に至 る過種 の中で、燿重が自分の考 えを確立 し、異 なる立場

の考 えも吸収 しつつ、意欲鋳 きこ学習 に参麓 で きる最も有効な方法が必要にな つてくる。

そ母最も有効 な方法 こそバズであ る。郎 ち 、個人慧考 ではど うしても限られた狭 をヽ視 野でしかないが

こ人のだヽ集 団に広 げて話 しあ いをすれば 、多角的に広 をヽ視野 で憩考 ができ、個人思考 も高 まるのである。

これは話 しあ うことを通 して自己実現へ の意欲を青 てるとともに、将来 、社会に対 して主体的 ・民主鋳

に参篤 していく基礎になるものであ る。

以下 、農業学習を終 えた段 階での児童た ちの自主学習のささやかな実践を述べ ることにす る。

― 黛―

感管鋳判断

学習課題

:轟



:一番知 りた いの は 、人 目 :ま 増 加 して

:い る し 、農家 は減 つて ンヽ る吟に お米

2 実際の授業よ り

蓄産が盛んな爾を驚べて、その国

に共添な持数ならみんなで考える

問題になると思う。例えばJ麟進

のように窯いところとか…・・。

-3 -

|百百葛藤孫孫轟孫

と思うけどみんなどうですれ

‐⊂p¶

| ‐

1

s君百嚢轟i吾莱硬
嵐 、二 _=二 A-4r― |

何を調べるの ?朦因|

鮫`そ千キ|マイTI
わり?     l

警成、そわでむ`な

付け理しだけど、毎年

お景が余轟と、どんど

んふえてを`つて、ただ

轟簿義義んであるだけ

かしら。そういうこと

も鐵 摯たを`。

つ ま り余 った

米 が ど うな る

かね 。私 も同

じ。費 成 。

ば くば覇 慶 に つ いて

A慇に欝闘 .

世界釣警藤の

書を調べたい

参ですか。

A君に反簿。そんなことなら

何かで警べれιJすぐわかつて

し蒙う。先生が言われたよう

に、みんなで考える間鐵 :こ な

らないから反対です。

Aな tこ 皮対ふまだ営弊に

どんな鐵があるのかよく

わからないのほ無理だと

悪鬱セます。
それ ではそ譲くの :ま 、世界 のこ と を

鶴 強 してか らまた調べ よ う。

それ で はぼ くた ちのグ ル ープ は 、なぜ お 米が 余 り 、そ のお米 が ど うな るか を 靭べ ます 。

この こ と について 、自分 自分 の 予想 を 警 貯Lて下 さ 貯1.

世 界 j70ど ん な国 で

蓄護 が盛 ん か調 べ

てみた 1/1。

や った け ど 、世 界 に つい

古米のことで

いいです。



お米を食べ

なくなった

から。

わからない。

きはお米しか食べるも

のがなか ったけど、今

は将でも食べられるの

で、それだけ米が余る

と思う。余 りはいざと

いう時に備えて貯えて

おくと思:う 。

業 は高いけど :こ のごろ米よ

バ ンの方が安 :リ バ ンやめん

いめで轟米ぶ1類を食べるふ
余ると思う。1ら余る。余っ

余りは輸出。|た来など二な
るかわからん

日本人は洋食が多

くなってきたので

米を食べなくなっ

たと思う。余 つた

米憾輸出してむゝる

と思 う。

入目の増加以上に

お米も機械でた く

さん作れるから、

余 ってしまう。

余 った米:は輸 出。

これ以後、予想を各自発表しあ って、グループで統一した予想にす る。

更に予想を基にして何をどう調べてい くかを話しあう。

ご 考察

ここに紹介 した実銭例は、ヤ通 り農業学習が済んだ段階で、グ JLr._プ単位で、疑間に思 つたことや、そ》つと

蒻べたいことを自分たちで調べ、発表してレヽくための議しあいめ冒頭の部分である基こつのグループの中で、

最も平均簿なグループをとりあげた。

この議しあいから、ただ古米についてとン`うばく然とした問題が、集団患考により具体的な学習譲題へと発

展したことがわかる o

もしこの議しあを■がな く、個人で問題を作 り、予想を立て、調べ るとなれば、TやUは何もできなかったが

も難れない。また、リーダーに依存してしまうことな く、 こ人中ギ人は対等に主体釣に学習に参加してヤ亀る。

I子やI―
~rは

集団学習・協同学習のよさに気付き、ルールに基づいた発言ができるので、議しあいが灘まって

ひるoた だT男と慧子の2人が発言も少なく、主体的に参郷しているとをま言い難い。事実 、資料を作 る段階に

なってもこのコ人は、他のメンバーが見付けたグラフ等をB紙に写すだけであつた。

こうした児童をも授業の中で生かすには、考えや思いをノートに書き t隣どうしで議しあわせる方法があろ

う。その後にグループでの議しあいに参加させるよう指導していきたい。

:覇翻 年度を迎 えたばかりの新設校であ り、全校がバズの協同研究をしてヤヽる勢でもなく、私 自身もまた 、

バズ学習に 関心を抱いてから一年にもならず、テーマに迫るには十分な実践研究ではなかったが、個人慧考 と

集聾思考 lj3相互補完の関係にあり、両者を同時に高めるバズのあり方を今後も研究していきたい。

C-4 颯…
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鶴 17国 会鰯ノヾ ズ学響慶 鬼集会く 分経会機号 4)

∫青輝活動量敵番するための試み

十一バズ と自己漬 定の経 1■ よる一一

三書暴妙 農:鶴竃五紳 申鍛  |
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舞 事秀壽蝙

よ滲菫菫しい撃畿纂仁 《饉 〕づ くりをめざして

髯爆蟻響 轟弁護立籐蕪台幸撃畿 韓 泰発

ピこ暑ま諄轟韓

本鍍では、 夢よしヽほ 鰈群ままい纂爾轟 ようてのみつ くられ、 よい集運義まよ

い彊九轟 よって参拳つ くられ る。 感とい う考 えを轟本韓饉人 を、葦 を、学

議 を確纏 し、R要 な饉 して きた。

しか し、隠 をは盤 通した濯難種 蓬轟鍾がないわけではない。援繋中 ムダ

議が多か った 警、金入霙依存 じ進 ぎた り、利己鋒な行動馨走 った り等 繊 t

いろいろな犠皐 を菫 えてい る。

そ こでも本年は、本 数の理裁教育 のテーマ参下に、「 よ り菫 ましい学級

集 覇 (班 ≫づ くりをめ ざ して J実壌 を試みて きた.

虜、方法

運員一人一人 をよ く璽鮮 させ.畿菫議 を高め るために、下記に選示 した

よ うな方法を試みて きたふ

○  ゲーム活動 を議 して鷺難麟す る露難づけ な書 う。

② 精轟活動、短学活 での活動 を進 して、壼の意識化 を行 う。

e甍 を意識化 させゝ班 として授業へ積極的に票 り組 ませ る。

以 上、 3点を基盤 として、琵長会 と発達づけ学校生活の 蓼ズム化 を藩 移

よ り襲 ましい クラスづ くりをめ ざした。

∫、 実羹

量 を轟轟、

た鋒 轟、 〆

僣 つて きた。

襲菫Ъヽ舞鋳け舎い、鰺 力 してい こ う

滅 蘇 のすべて鍾薫畿溝院を覇 惨

とい う姿勢 を作 り上げる

入れ、 次の よ うな指導を

ノ ダーム活動

≪鍾舞薄す碁巽鏡

づけ 》

議 轟繹・ 短学溝

≪饉鈴量織化 ≫

3 琵 としての授 業

へ の積極飾な取 り

組み

学校生活の リズム化を露 り、 よ

摯望 ましい学畿集饉 (鷲 )を 育

成す る.



ぐノ秦 ノケ薦の学畿嘩 リズム

・ 纂 〆燿

ダーム難鮨

寿イント4
1攀 聞華農 ノ

鑢)/翼 参学畿の サズム

√ケ燿鍛 響ズムを基盤 としても朝の震学活 での奎 藝標づ く泰、卜 や鍮鷺学

溝で参 ノ饗の質省、復鸞バズの充実等 たに よ 参、 /藁 寺 雲ズムイ≧警兌 つた参

●  内容
・

ア ゲーム活動

内容キま、学級の爆な どと議 し合い決 め る参溝難麟 鷲は、議仁蠅轟 饉か

ら』～ 3猥 を期間 とし、班 ごと滋放諜 舞透轟 した。 (例 》臨鮮騰鍮 コン

テス ト、かけ ことば コンテス ト

イ 溝機、

多溝播活動 0夏 省 争短学活での報告 とい う彫 を墓本 とし、糠鰺 させえ o

ウ、短学活

・ (朝 )健 康観察 争鷲 轟穣 金学奮轟具、家庭学警の麟鸞 攀奢 轟眸饉

絡.(帰 参 )ノ 甦の反雀 拳係0連攘 攀鑽忘 ノー お畿入 0簑ンバ ズ 《キ

`猥 の学 習の難 認 )の形 を基本 とし行 った。 ノ轟の反省は、 難、燿量の講

動の反省 をさせ、翌 日の班 目標設定につ なげ る.復習パ ズは、学習の基

本ルールや今 日の学習の復習を徹底 させ、家庭学習へ参難曇づけ とす る。

二、授業

・ バ ズの充実、ハ ン ドサイン、反応器 の活馬等 々の課題を設定 し、溝

発に取 り線 ませた。

オ、壼員会

0、 舞題 を十分最解 させ る.①、経め長短 を議 し合い、改善の糸 目を

見つけさせる。● 、理長の考え方の統一を図る。以上の爵鶴で運 ノ爾

思放轟戦 攀組ませた.

ダ、まとめ

より襲ましい学級集覇をつ く,碁 ため難尊よ、一人一人の数縫舞班を、学級を

意識化させることは大切な還̀と である。轟機霧院を駆 攀入れ、露を重域化墓

せ、学畿の /轟 の生活参 リオムイヒを鐵 って おたぉその結晨、利轟鋳な僣動や

ムダ紙なども少な くな 書、お互しヽ峰鱗繊合い、穏力して饉を巽録よ予とい 瀑

姿警がみられるようになってきた。

＼
―

プ

長理びよお

彰。第 奪 金事選

授業へ参票 警組み

ゆ鑢 感饉

盤轟轟 近満機、簸撃難鞣 》

の睡 診纏み



策r7日金ロノエ   変集会 t4分 経会 )

解鬱ン鰤暉驚痢識■ふ事なたぷ奮内和 参1逝■めごして

一減菊饉韓網瞭鯛覆群凋難晦口雌こ急  奮式―

声轟乗菫饉静抑 主 菫 中 奪 薇

村 上 範 明

藤 長 真軒 .

春

1.  撃

2,  鋒

3. 1主贅影ヾ 尋勢
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算17g全鰯lギぞ字理務

響寅圭選 づ卜行色生みたさ年1)籠導

一一リイ "― の自宅一

麟 渠土崚キ立集中学校 由屋痢ち
。摯篭

脇和勢彙だの中環。日本経議 慈皮オ長隷に入り、ふ状藤 熱t暮ま、たな

こうとた理装ぃ:中 で'、 当畔本歳の生亀にt協議性ゃらろおレ〕があるIヒ僣倉ゞ す。J

薇,労粂と睡l,:人お物;■力すする麦晴釈.4薄■憾ぅ傾臼かぁ夕ゎれた.そ′|
ず笠従L季 え化の傾白tみダれるようになゝ た。

そこで`、希望色そい費ちになぅ生徒たちに、まず人として価値t気めぁわ七
助けなしたみ

'ましあ)こ こt碁えさせ、ょッょぃた閣翻象t宙 てね1螢 壕3fIい

と。XttF7奪「バぞ套電」t導入した、以夜2o41新 ぃ)=太 tっけ岬2な が

J、 こ言・して碁ぇ吉t変ぇる
`と

なく
'理

に鰺ごたでし)ろ .

本教て'は .ゅ ヒリの時懸L特倉豊戯弓t位置づけノや`ス`|■ 主)て神曽ブ`くりtわ
ぎじ_学電R対 す曇 え.教赫ゃ魯膠に対するス閣響像、協力ゃ4主性 1績を

生などへだ織6嶼Ltttっ けるこど霧転 ■tた。特t:轟垂す麟絆購バヽだtt
史さtう Zと t孝た2〔 )多.ιの中で

,竃
慶由g櫂▲

tあ tF tttしてぃくしじt者 た■tめ .

●研突内容

1亀厖6り 目携窯tと ソヘィした者加 内′ヾ・だ
い
の嘲L史

従業の指導麦|て、′∵'た に諄ける籠皮的目曜≒報主ら

ずろ. この権r的目疇ヒほ、ゃろ象、意欲、学習

のかまえ_仲闇♪くり、人謬関際tふ 3ら す毛め

て卜、との孝コ1、 こめ舞 て`な3た 多t Ot巻 "え る

ん:す び醗移θ

孝妻藤靖路に、4表身よう観70リ ントt尋ぴ)、

バズの とき注意す ること

バ ズ の と き 朗

・ 「
読

活

動話  す 聞 く、

仲
間
の
前
で
、　
一
日
以
上
話
す
こ
と
が
で
き
た
か
“

自
分
の
思
い
や
感
じ
た
こ
と
を
、す
な
お
に
出
す
こ．と
が
で
き
た
か
。

仲
間
の
読
み
取
り
や
朗
読
を
、最
後
ま
で
開
く
こ
と
が
で
き
た
か
。

仲
間
の
読
み
取
り
や
朗
読
を
、
ひ
や
か
さ
ず
に
関
く
こ
と
が
で
き

た
か
。

仲
間
の
前
で
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
、
感
情
を
込
め
て
読
め
た
か
。

仲
間
の
前
で
、相
手
に
関
こ
え
る
よ
う
に
説
む
こ
と
が
で
き
た
か
。

・

態

度

目

標

評
価

「木
琴
」
教
科
内
パ
ズ
　
態
度
目
標
　
（０

，Ｘ
△
で
評
価
し
よ
う
．）



■i客乞L譲してやるこじにより、曇習力費t志め。脅Panゞくりtすすめて、、|

じ)`サ ろもぃて`3多゛

石語究鰈 tぉ ぃて、各ケηし-7● 1鷲t的資フ`t、 送置  した■ビ.′ tヽえづΥ

5■ <摩土してllウ :、 ケ「し―フ。tl壺出

“

腱畿叱した。との結果:螢習トダ°

ハヽ旬it,"の よ5電機 バあ,た 。
。 C層頭聾tし ,ふ ンとゞ たて哺tJ L》

Oん |■

「
あtつたけで・、自分fまま、■いりtヽ 。

o自分
～
言ぅた

。けて'も 化t錯るしfJい。

今紹ま摯 0冠役の中に。瀾りよヽ ■や習りヽ 9゛ ―に無,3堆日t人なる

ヴ手べあ小ふた. ~
(1,′ rr l課疑it正 しくヒ3え .穐nち :L言うことづ、ずttォ. ―
C2J′ でヾの長ンに.自 分か3す ブんで1色分の碁たヤ異ギ,t出 しておよ亀

.

h5じ と介τ
t tた

か.

(3)全 員の子をおろして登言ttる ここ女で
｀
せた

",
以上、今絶it教魚三摯織1響懸にあゎ七た態疲的野竃t明 ダかにして1)く

二、夕硫究の採懸ヒ・ち3。

2.リ ーダ
・一挙井二fミ ょぅ学聾りヽ

_ダ

'二
_,自 乞ヒ竜欲ダけ

嵐述のう習・うしダしの自党不足たちtiチユ5ためt 力のオ減tヒ ,た.  三・

´
′ば`ス:す孝じ含ぃ、練習tし たちヒの礎象の孝手た、夕習り グヽー余代表し■     繊

ゃう:教飾は,,電む手旨亀する、このため曇習ツ早σtT it]咀
の竜号t事 ぃたうこ

卜・tあたしてぉく。キ桂亀tれた蟄にのリーダー:ま 、自分のン生員の33■η、かt穐     '
名して竜費さtう。ぐ≫乙1〕 て次のよ34葺携熟 葬裁卜で・t亀。

0)弱 11リーダーに6毬か,ぃ た。

|ノ ℃`きつ1、 子へ∩我≧雀、1六 :`難賓句)た。

c, り、デ.∩ヨパ_人 _ス にL‐ t!■
'ヽ
)■

.

綸 ご`まかす
=役

υ舞:1し く■.た ,



筆 /7回全国パズ学習研究集合 (分科会番号 4

非行を生み出 さない指導をど うす るか

。学級集団の育成・

・     各わかる授業の1孵な

姫路市立城乾中学校

名賀 一三

要 旨 '

1年生の時には、あんなに生き生さと学習にクラプ活動に取 り組んでいたのに、

2年、3年と_学年が進むにつれて、冷た く、輝きを失った目を持つ生徒が多 くな

る。本校においても表面上は大きく問題にはならないが、リト行の芽が育ちつつあ

る。、そこで全職員が一体 となって問題生徒に深 く関わ り、基本的奪生活習慣や基

礎学力の定着に努めている。ここで 1ま 、2年3組において、「失敗 して
゛
も恥ずか

。毎くなぃ』「 欠席すればだれがが様子を見に行 ってやるJそ して「学習成績だ 1ナ

でなくお互しヽの努力 している点 を認お合 える学級集団をつくりたいJと 努力 した

ところを発表 し、人間関係を基盤 とした個人と集団を高める指導についてさらに

‐
学びたいを考えている.

研究内容

/ 全員でつ くる学級

1,胃等脅場 を        ‐

Ⅲ√週毎の班の移動

,'青撮場 所 卿“ テー シ ョ ニゴすぐには分からぬ清掃分担表

今週は

参亀

仕事 の分饉

・ 轟番命仕事の強化れ£人で轟番を行ない、朝 と終わ りの会の運営 と記録、

環境整備、連絡事項 の徹底等に責任 を持つ。

,代議員へ風紀1美化電交通安全、文化、保健体育、図書、厚生委員の生徒

《
ニ



ri直結の係、成b)..各教科の責任者となる.

3,学 校生活の充実をはかる朝 と終 わ りの会での話 し合 い

・ 朝 の会

・ 終 わ りの会

個人を高める集団づ・
くりをめざして

,テス トに対する強度の不安をやわら〔する。

・ テス ト前 復 習のためのパズを持:つ。

・ 班の学習 リーダーを中心に理解の遅い生徒 を対象

に行なう.

・ テス ト後    テス ト直 しのパズを持 つ。

一一‐卜 ,■ 麟 の良鉾摯悪 い.よ り、も、̂努力の1威:果を問題とす る書_

―……点 を隠さない。  _ ・

・分か らなしヽ所はどこかを明確 にする。

,教育相談を通して、自分の良い点や将来たもし寺てぉぇる。

,学習相談 (小集 団での学 習)の時 間 を設定 、学 ぶ苦 しさを学 ぶ楽 しさに変

える.

,小さな誤 ちも学級 全体 の問題 と して話 し合 い、全 員が考 え る森

,ポスター づ くり、班新聞 づ くり'、

清掃活動 、キャン プなどを通:じ て、 グル

ー プで協力す ることの難 しさ、楽 しさとこ ものをつ くり議す喜 び を経 験 す を).

・学級生

'舌

目標の

反省 .

・ 清掃活動の反省 .

・ 生活点検表記録。

鉢
↓_学級 の生り舌護

標 を決:め る.

。各班 の反省点発表 。

・ 明 日の連絡 .教科連絡 書

。日番 の反 省 .

£

２

　

３

４

　

５

3 教科にお 1す る、

◎理科 の場合

。学習の流れ

体を動かし、失敗し考え、二夫し、見つtす る学習奪

学習の課題を知 書、疑問を持嘩。

各自の学習経験やt参考資料をもとに話 し合しヽ、仮

説を立てて、実験を企画する。

●菫P等を利用 し
、各警の実験今画を肇表する響

器具の扱いに問題点はないか議 し合 う。

(グループ実騎       tレポ_ヵづくり,

・ 1日 の生活 目
標 を話 し合 う。
‐忘れ物はないバ.



第 17倒全国バズ学習響甕集会 (第 5分科会 )

効果的な指導ス トラテジーの開発に関するアクシ ヨン・ リサーチ

ー 高校体育科の柔道授業 thi題材として一

二重県立朝 明高校

伊  藤 三  洋

轟絞体育科の柔道授業における小集団の活用を中心に教授 =学習過程の組

織化、すなわち指導ス トラテジーの開発を中心的な問題とする。個人による

取組み、/」■集団での取組みとい った様々な形態を指導内容に応 じて組み合せ

て、より学習効果のある組み合せを見轟そうとするものである。

本報告は 2つの授業実験からなる。実験Iはバズ学習法の有効性の吟味で

ある。実験 Hは指導ス トラテジーの様々なパ ターンについて検討する .

「授業実験Jということで、とくをこ武の 2ぉ、を難慮 こ_t■ tt T｀ 短説霧撃階 で

条件間に有意な差が予想 されるような実験群と続制群を準備 しない。②どの

条件群も学習効果があるように、これまでに明らかになっている授業の条件

をできる限 り導入する。したがって、①について、実験この場合、饗 集団

における構成員の内笑を重視する立場と教材編成や教授活動を重視する立場

の良いところを吟味しよ うとする。また実験Hでも、実験 Iを基礎に各々の

パターンが設定 される。、②教師と生徒の資質は31jと して、環境条件をはじめ

集団構成に関する条件、課題条件、等は充分に吟味される。と くに毎授業の

始まりには、本時授業の 目標 (技能 ,態度)の爾確な提示には充分な時間を・

とり、教 師の示範と解説によって徹底 させる。

柔道授業の目標 は、厳能と態度の同時達成である。技能 とは、いわゆる「

形」 (フ オーム)の習得ととれが実践的なものとして定着することであ り、態

度とは、教材や学習仲間およびそれらとの相互作用に対 して満足できること

である。提示 された授業 目標を表 1に示す。



表 ■ 授業 目標

1)籍披ゃ技能を試合を疑 して実践的なも鋳  「毅整聞J

として定書させ碁。 1相手の本擬を象分の主議 :∫ かかたこんだ

2)チームによる学習活動と轟体戦 を・inし か。

て,協力して互いの技能を伸ばす態度を養う。  2)自 分の右腕は相手鈴顎部または胴体を制

3)自 己の技能を正しく知ぅて練習を工夫す しているか

る態度を身につける. 3  3)脚 部の開き方として,足首,膝,股毒と

もに 910・ であるか。

4)自分の胴体の位置は,相手の動きに応じ

て適切な動作をおこせる所にあるか。

評価は、授 業 目標に対応 して、技能 lま技 の提 示ポイン トにつをヽて教師の観

察 によ り、態度 は13の項 目に ついて生機に質問紙調査 を実麗 する。

実  験  I
高 校 1年生 の寝技 (6鋳聞)

・実験群 (バズ学習条件)の指導 ス トラテ ジー

①準備運動の後、明確に学習 目標を提示し、は握させる (言語伝達 3掲示 ,

予め配るグループノー トを用をヽる)。 目標は技能習繹面に限らず、闘時に達

成されるべき言言:i奪諸要ギ
rち

示され
｀
■、その経、教轟が示範。

②学習へのとり組みは固定した 4八集団による。露人が練習する聞、他の

2人が観察者となり講評する (即時的相互評価)。 教師による技能面の動言

|は最少眼誓とどめ、生徒の主導毅活動に任せる。教輛は主に学習活動の進行
:を

つかさどる。

③まとめのステ ップでは、グループノー トに観察者側からの評価を行ない

彬 成的相互評価)、 さらにその評価結果を材料の一つとして、各自の授業

へのとり組みについての感想・反雀を記す (自己評価)。

各評価活動における評価項目は予め教師が設定する。

・統制群の指導ストラテジー

①準備運動につづき、教師の示範 ,解説を生徒は一斉形態で観察し学習。

②続いて教師の指定した相手と練習。教師は適宣巡視し、個別に注意・助

言を与える。80%程度が一応の水準に達した所で次のステ ップに進む。

③まとめでは、教師が全体の場で特定の生徒を指名し、実演させ講評する。
教師が再度示範。



結果を表 2に示す轟

表 2 の条件鰐平均値 )内SD
粂        .件

制 群
名塵

さ  轟

方 ,置

ちポイン ト数

伸聞からの数示有

伸聞への教示有

目標の自主設定有

方

四

四

2。 90
(0.31)

2.87
(0.69)

2.87
fO・ 91)

1・ 51

(1・ 11)

3.24
(1001)

3.59
幹 .67)

3.45
(0.97)

1ネ 33
(宣・6鋤

3.36
40。 971

2.80
(1・ 10

3.00
(1・ 13)

1.20
(1・ 33)

6.40
韓。1鉾

6・ 64
(1.32)

7.16
(1豪 08)

3.9盆

(112勢

6.72
(1.66)

2.81

(1.22)

3.00
(0。 82)

2.67
(1.02)

1.81

(1を 22)

2.96
(1・ 15b

3.20
(0。 301

2.84
(0。 78)

1.64
(1・ 5勢

6。 23
(1ゥ 94)

7.18
(1,13)

7心 46
(1・ 5⇒

7.85
(‐ 1・ 37)

7.36
(1。 70

7。 4議・

(11墓鋳

7.10
(1,00

7.14
(1・ 31)

7.7窯

(よ 二3尋

8..21

(1・ 1総

3.90
(0.71)

3.55
(0。 771

3.66
4007→

6.22
11,13)

6.52
(1・ 13)

3o04
(1.2勢

5.36
(1・ 65〕

6ン 72
(1.2勢

6.72
(1・ 34)

3.49
(0。 71)

3.26
(0,87)

3.54
fO.75)

3.48
fO。 31)

3.32
(0068)

3。 24
(0・ 95)

3。 11

(0.871

3.11
(0。 833

3.19
(0。 82)

3。 08
(0.80)

3。 04
f00603

3.32
40073)

実  験  H
高校 3年生の連絡変化技 (6時間 )

設定した指導ス トラテジーの 4条件 (表 3)とその結果 (表 4)を示す。

群験実

CＡ
一

B

N 25３９

一
29

澪
殺湾織

=作
用

舞 繊 仲 間

14人Gr絹五作薄

4 ACr 仲  間



表 3

フオームの得点

勝 ちポイン ト数

謀 ―題 ・{柔道 )

学級内相互作用

学 畿 伸

4人Cr相互作用

4 ACF 伸 聞

仲間からの教示有 り

仲間への教示有 り

目標の自主設定有 り

,満足度の条件別平均値 (   )内 SD

件 I        II III   IV

36 36 38 39

満

是

度

4。 08    3064
40・ 681 (0.79)

1.72    2。 19

(1.46)  (1。 34)

6.06    5.64
(1.701 (1,60

7.36    6.83
(lo061 (1番 参7)

8.00   6.23
(1・ 31)(1.35)

7.72    7.50
(1.2鋤  (1。 07)

忠.31    7.92
(1・ 4鼻)  (1。 06)

3・ 58    3。 44
毅.86) (0.33)

3。 42   3.58
(0。 79)  (0。 83)

3.69   3o33
(0.70) (0。 9尋

3.4各    3.33
(0。 781 (1。 09)

0・ 54    1.49
fO・ 32) (1.451

5o61
(1。 683

7.00
(1譲 傘4〕

6・ 32
(1.07)

5・ 75
(ユ .21)

5.T9
(1。 21)

5.23
(1.321

e.46
fO.92)

6.74
(1・ 63)

3・ 32    3.36
(0.801 tO。 97)

3.36    3.21
(0。 7場  (1。 11)

3.46   3。 08
40・ 73} (0。 921

導 ス トラテジーの条件

条 件 II   I   III 二V

導
　
入

5分

10分  |

ユ■__主 よび輔 運動

本時授業目標 (技能 ,態度)の明継な擁示、

ならびに示範 ,解説

分
一

分

５
　
５

展
開
増 :二li:::!::

展

開

２

15多}

(5分〕

4人 Cr内 乱 取 練 習

.並_x■ 本

輪転形式の

乱取練習

3分X6本
・整

菫 一斉指導漱による整理、および整理運動5分
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第 1・ 7回全国バ賞学.研輩箸会 分科会 5

愛知県春日井市立東部中学校 |
・

伊
: 藤 :文 1雄

'学
力
・
と1人・間:‐関 係

aQ向.時
達 成  ・

‐

一
班活動を通

。
した学習集鯛あ育成 す一一 ′

t菫1言姦   寧鷲  二奥:
r されていなし'ヽため、授業において教師

'の私議がひろがり、中には立ち歩ぐ子どもや:時には1授業からぬけ出す子ども

がでてくる。教師は、幕時間子‐どもを叱りながらt‐かなうじて教財の学習にひき

iいれていかなくてはならない。
,こ 1う し.た現実を克議していくためには、授業の基盤である生徒指導、とt移 わけ
｀
学級集露づくりを積極的に警しすすめることが大例である。集爾としての自治鋳

能ヵ七規律を身にっけさせること,キま二授業成立の基盤であり、ひとりひと:参 織学

警量黎を譲 る武轟な条件で轟iる蕊、し,かし、生徒指導:学緩集暉ずド警が弯ず響
二:先し、学習集議め指導はそ像後の問題だとする段階論に1ま調饉があるo

lそこで 子ヽどもの内面に'ひそむ知的な欲望を見ぬきミそれにこたえ
'る

疲業の組

騒Lを通して、教科指導本来の人難形成力、
.す

なわち子をもの認識力や技能を発

達させ、自らめ進路を選びとう主体に解 為教育力を回復したい。      ｀

=2.研究の方針

■徒指導上の議問題の解決については、ひとりひとりの問題行動を通うのでは

'な く、学習という目
‐
的に向って

'ヽ

まずは、塩分め愚考を表現し合う集爾をつくり

出しながら、
・
問答や話し合いのスタ。イ‐ルの一つ― を教えていって、学習するこ

とが盲E‐a開放していくことになるとい、う体験をつみあげることが重要な突破爾

となると・考える。そして、教科指導がいかに生活指導的関心と結びついていうか

また、爾著を投勤 中でど
°
う統一させてしくのIか とを,´う

・
問題こそが学習集団●

‐指導だと盤 する。

以上の方針にたってヽ 学年現職教育委員を中卜に原案を作成し、学年部験の共

のもとにt'共同研究をすすめた。

… 1-



■授業成立ゎ基盤である学級集団づくtり と教科指導を当面T記のようにおさえて

:   .と |り てむことにした。

・:“ 係づけになるか、というこ1と から 霧干 闘づく靱に

鶴第2学年………1学級を
'自
治的集訂と学習集団の統一した生活集聞■し■組

t職するぶ 孵 ,糊貯卜の教驚昭撼贈響圏静」的に,騨:する)

第二段階。 `,
:二t葬

‐
3学年

―
上記の第二段階。 (第 2学年を発展させた.も のとして)

3.研究の方法

.(1)月 盲国の学部機職教育において、実践計画にもとづく日標を決め、反省を

～加える。

‐t2)・学級し,教科指導における実醗記録を累積する。 佐活ブザトナ班露記等)

1轟

'学

級会,短学活の指導実践を調録し、累積する。
「

(4 全教雛 よる各教科ごとの授業研究を実施し、そのうど研究協議会を持ち

l  鍵騒教育全体会島こ報告し、検討協議する。 (月議爾による)

● .‐ 輔 i「 轟老轟菫による学習会を奮なうo

l16)教科外領域での自治的議活動
‐
,・ 燿入離交わりぼ梓う学習こついて研究する

|  ｀そのために、金職員を4つのグループに分け 学ヽ年ごとに、4っのテーマを

それぞれ発達段階にそって研究する。

1   蜘 の自治的議活動,短学清,'事例研究・ 生徒理解ぅ.そわ鶴

4二 研究計画
・轟 第1学年研究講爾について

'・
 。まだ集圏の自治の力に依拠しながら、.学習のための議:練を行っていく段階

‐ ・・であり。、
´
I学習Jと 陽理 という杏来異なる親捻を結びつけで表わず

=簿
を

1・
‐得な■嶼饉睦持っている。

.:  
畿徒の実態を考慮し、〔、つぎのよ、うな計画を立てた。

」 fti℃
l,二■ォi ! ゴ

2-



段 階 月 教 科 外 領 域 教  科 ・ 領  競

■
二

4 仲間意識を高める 悸
■参

竃轟ヽ
／

○ 綬業繊絢東づくり

｀
マサ電鼻金/

5
輩擦成を考える/

基本的学習ルール勝育成

葛
~「

褒議壼3彗ズ
~ :o 

りふダ…づく勢 ‐

裁警欝撃準撃か:碁 tゝ鸞漂貨ふ覇賛言T,
磐 班日認の指導

｀
発書

0 藪への評価

○ 司会のしごと

。
7

バオ学習の育成
‐
(生活バズを主とした学習の基本 }

ア 学習の「 いる気豪繊評轟

壼内の援襲Ъ轟磨体制づく摯
壼ノー トの活麟

イ

ウ

2

ヽ
9 磯 威を考える

(勤暴難な議し合い方 )

○ 壼量金員の学警灘難へ勝参無
ア.発表者をきめる  ギ、選挙習

1参
議し合いを調ぬ轟

(その 1.パ ターン化≫

○ 量で参議尋食い器導入

F.難爵ξ蓬よる議艘磯購

瑳
■

電
二

議し含もヽを喜議場

(その 2.)

イ.鋳鷲設定 〔時畿要求 }

曳 警1か らの発言要求を鱗発‡こす辱
二・ 発蒸していない書、発事警少44L嗜主

12 話し合いを高め=る

(その 3.)

め援助希と多くみ

3

貫

豊難威籍見直し

く他職鷲鰺萎球 t´ 鷲織
｀
事要ン

｀
○ 魂様をめぐる壼と壼と券餞い合い   |

= 奪雷鷲籍糞かかわ零糠
=評

機  ・ T,
0 斑長0し ぐとく教科内容にかかわるしきξ

2
バズ学習の定着と問題点

を含んでいる)

ス 司会のしごと伸確ま
イ、`聞題点の鶉確化

曳 教科の力をもづた菫員への働きかけ

彗

研究のまとめと聞題点 二.学習リーダーの発見と指導

(注 )静 領域については.潟 をまたがつて行うものとする。

5.―実 践  (I学期に耐 るもの》

(1)  餓

ア.伸聞意識を高める.        ・               |
・●―FJにも,班にもなれるようにする。 翻 や教科によって臨機応変に体験

を積ませる。
・        1■ 警=:iflll:  :

― -3



一
一一・一・一一一一

・一一一一一・一

一腫

イ1輔 成機 える。  メしプ
島 轟 ∵きぶ争  鯖 ・ F

,議編成め実際、 1学級ごとに種 1々

短所を体験させる。

1拳■欝学響 (瑚 とバ導 習 機 との学習面におキする効果の検討。

ウ。基本的学審ルニル:命
育成 .

・
●「チヤイムと蘭限韓ゴ自動襲鐵覇

(1学期当初の学年目標とする)

・ 援業中め姿勢、答え方命構 をする。

(「ハイJと返事,議尾まではっきり言う、など。
工.擁覇記,生籍ノート参指導 .

●嚢甕議,生活ノニトを機く意味参指導をする。

・ 鐵療記,生活ノー≫で何をどめように欝 ればよ移`か、隣言鈴与え

■方、取り扱い方などについて職晨聞め共通理解をはか轟書

オ.ぶズ学響籍育威 .

奪職晨聞でバ舞幣習にとりくむ意轟を機課する。

警‐ギズ学習の票理は何か、バズ学習の3つ母甕標の議譲 伴習へ母積極

鋳萎撫、理解め拡大と健進、態度の変f浄 をし、瞭点に立ちかえり、
Fミ籠 習の見直しをはかる。

鳶奉金職量ほよ轟主体鋳覆究 .

攀学年命磯量を4:つのテーマ (学畿、勢係濃動、難学灘、生徒理解、その

他)に分けて研究する。

12: 教 斜 領 域 、
‐
イ→月1回の授業研究をもつ。

(第 1学期、「学習規律と教師の発問J 参鏡著をポイントにそ

って分担し、協議する.・ )

イ摯捜業の約束づくり。

・ 全員が教師に顔を向けたとき、教飾は説明をする。
●「わかるJ、 1わからないJという要求の出し方。

彎 :も う二度言って下さし理 、「ゆっくり言って下さし¶等の要求勢出

し方、  。その他

ウ.班長指導 .

― ・ 班内互選ゆ班長に対して、授業における組議飾活動 (班への評価、爾

会のしごと、難の協力・援購等)を教えていく。

| 工.発間の研究 .

●複数つ聞いを含まない。  ・ 子どもの反応に即して問いを鶴

L
4 “………

珈       、、ュ
´



第11曇 全嘔ンtズ歩電蔵角勲無  〔摯4春持誉〕

奪 脅 を 生 み 驚
tさ 電 ぃ 犠 キ

義毒象鶴 跡ヒ}等   轟中学礼

轟 AA三

1.撃 彗

罐嚢こ.守義宝毎蒙ぞ舌轟J琴亀1導響黎止そ毅摯くとT義 1ず
｀
ヘルt夕 撃基亀層貯審め

邊箋寿瑾な,鬱
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・
1拿 .ミ く1■ e零韓議尋T,亀主
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翼 く

奪 舞≧社守 が 等華護:=号 け才で 3.》 ③ 診無
″
く警め亀え (塁書轟    L

電て匁節 拳驚 敬摯響
・
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=真
鋳る,)

ξ鷺慮ま≧彙な1で。ダ袈鰺曼ボー数疇毒こでと雫く亀τいう拳

rk畿ン壽費等
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3,ふ曖ぬ実錢

11) 挙督薇導の主史・霧べL (訴ヵとt,お 11メレitつ :1け で3.)

・ Jと りつ隻負埼学彗警と
゛
しおもモがにヒ議L)鬱電織革

。庭量こ込尊れ わ吟て
‐
導く自ヽ豪 製妻び

。
とも毒減 R義ちた鞠 轟尋  |

°

奪倉彗F:事
今` ιゝ t尋 れ慧■

‐
三 事 暑た奪∵み つけ 、お t難7れ ,

0攣 警轟暮 4小鎮・守Jげ を1っ P司、轟 きちゃ種 り丁撃
"島

島マ争<構

瞥 琴 犠 導 二 つ り崚 亀

機 最 ミ亀 蓬額 …… …撻1銀藁が集ら攀ぴ
・Lう壽産糞て b撃ぜ轟墓 菫ぜ

番 最 え 軍おう亀 一 ∵ 菫餐豊 角轟 奪力.湾 え多力 ,ザ乍う力.貯鐘靖

手鳶孟診轟風 譲.メ :湊 脅 苺警爾描等 L講

番  卦驚舞ょ ぅ懇 _1_▲ 菫犠遺ぃ凌卜豊鶏 寿崎中で1ザ と,蓼 な・:々で屏

ξ纂む難角撫学嗜誉鷺1醸舞 r

二一……警錢還彎舞糠掛 れ難獅難 魯主学罐針でR
t⊃導彗`ってぃく攀奮委導t春

一――最垂言毒鍵曇聾幸き義議鬼:ミ よ讐審キ藁群れ乳

誓籠 亀こ琴電葛義ザ 盤鍵よ資亀⊃攣響苺≧轟

攀} 醤議づ・iv亀拠丸翌繁こ(象主詩
.き∴崇食ム、と社■時嶋摯オ 慶義ばで碁オ

響 と も ぇ な

書ポ鐵難多へL  竜裁響l在住へ tttく 奏為 彎  層嗜や電̀は
じ

量馨鷲暮罐 機として強越l≧ ち社Ь9

参質き幸暮  とし■崎菫きオ≪t4ずな.薦 t孝、奪勧のと赫

■摯゙ :・ぇ与移轟て竜L合ぃ、魔≫合ぃ。島4毎最も大切憲害違

礁l■iど tて 懸織Lと も社もe

舒 烏、入魯攀

◎ 4等。たうな



絆 警 二、ぃ学議  (子 Ll:求キルなヘセ為it,.島 れ●1事事とも,4たち:マ)

● 舞欺蒸に義ち  ―…壽た1ふ 甘辱へT犠ま8も b.
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第 ノ7回 全国バズ学習研究大会

研究主題

(分料会番号 ぶ )

学 力 と 人 間 関 係 の 同 時 達 成

―
八間関係を轟慧 :こ した統合的教育

―

姫籍市
電:嚢筑号案_ボ J琴 本 博 拝

lL・主 ザ・ドヘ4 i

/・ はじめに

現在、私たちに求められているものは「 わかる授業Jである。「 ひとり

も取 り残 さず、ひとりひとりをできるだけ伸す学習Jの創進鶴 って、す

べての子供がたくましく生き、学習によってうまく適応 し、創造行為によ

って生きていくような学習活動の場と教育方法を創造することである。し

かし、現実には過菫な教育内容によっては か鍛生徒が未消化現象を趨通

し、モ岳結果自ら学習を通対する慧欲を失 った り、ときに尋ま集団からもはじ

き饉されて、生徒指導齢 問題 をひき趨こす原因ともなってをヽる。本絞も

数年前、例にもれず多 くの問題が続発 し、暴常な状態であ った。そ通で、

教舗や保護者が一体となり学校生活母達て直しを図った。根本的な聞題解

決録ための取 り組みとして、「学級集団を嘉める中で、ひと攀ひとりの学

習の成立をめざす人間関係を基盤にした統合鋳教育ゴ徹テーマにかか t・f、
r

学習難導 、生縫指導、クラブ活動、教育機器の整備響めらゆる分野母翼菫

しを行 ってきた。

二.学力と人間関係の同時達成をめざして

(1)教科学習

すべての生徒を同一直線上に並べ、学習活動を経闘して、爾標へ同時に

到達させることは難しヤゝ。学力や能力に叢のある生徒灘 発点や到達薫濾

異な っても、教鰯 適響な指導や生徒と生縫 の相互作層によって、各彊入

が落堪こばれることな く、自分で満建できる到達をねら警て貯ヽる。



本校 では、 1時間 の授業 の中に個人学習 ミ聾摯 習 、バズ学響 、全体鸞懸

等 を取 り入 れ、議 む合い、確 か峰 、まと鋒 、発表 、計醸 侍活動奄行 なゎせ、

様々な構 成反応 を起 こさせるよう
=夫

している 。

参 本 校 の考 えている統合 ・豊揚 鋳学習 畢順型

れ寺たしかめる。………・・編
=諄

罵を経り返しながら価値轟麟させる。

'特 事を取 攀練ネ撥

轟,ま との各 。お。・・・・・・・・

(終隷 )

授業 録流 れ (パ ターン ) 三段 階甕分節 の学習 尋原菫

撃鋳 課題提 示

:

[二

yIIIIIII〕 菫活動

選Å鷲奪
中心謀謹提 薫

1 癬 難

え

嚢…_..・._t菫活動

生徒がおんゝ 4学習 キ壽ざす華 動と して、教育羅 響奪活薄 も績極締 きこ戦 攀

姦霊ノも1き をヽ る。 寺 II P をまで聾菱費塁≧を■1ザ登、 象手琴基数室ゃ各学ビ諄ユ:こ V T菫、
・
耀
姦……プ

ンルーム には Tv、 VTR、  襲写装置 、計レク 曹Ψyッ クス等 幸織 藩が

設 置 され 、学 饗 鍛難事を高轟 ると共 ここ、わが 響ゃすむヽ轟体 鋳 な資料 場豊 翼

に提 供 させる通とができ、こ母設構を彗輝Ψ 悪こと苺こよ 攀亀轟機攣力 奪定

誇 L器 をヽて減学薄餐 簿をこ準なが 準∵準 尋準

:

集麟思毒
:

善
発  警

幸

藍三_l琴 ギ録 :

〔食隻蒔}

奪
一　
縫

轟をヽ鍛階 で自凛実現 を図る 。止録 参選 を 暮

ぐる。問題 点 次鋳 等ま 事 ―・・・韓会 鋳準

1・ 事実を つか 難・・…・・・主張 の矛盾・対立 を つかむ さ・・0,課題 母構成



(2)教科外学響

ア.バズタイム (生活 摯学習 ……燿 。度の 6校時群分 )と生活バズ

t火 。本 。会・土鋳2藝分間の生活バズン 、 1覇の生活反箇を中fいにし、

各自機 バズ ノ ートをこ記録させ、藍 一 全体の対議を通 して鋳菫ましい

学級の集覇づ くりをし、生活から liltil発 して、その成果を生活にかえすこ

とを峰ざしている。

馬・ま難 暴校時の前半25分をま生活点検、後半舗分 をまその日鍛学習要点

をまとけ、バズの申で学習をより確かな発のにしてをRく 。こ命よ勢な手

だてで全員参加砕学習母習震や相互の協力的態度を養 う。      '

鑽欝 〔い .Å―投 )

学  緩 一一― ¥―ダー、学習長 、生活長、鐘簾長

グループ ーー リーダー、学習係 、生活係 ゝ健麟

イ。学年集会

毎土曜 日40分間、各学級のバズタイムの問題点 、その他学校生活上鍛

問題点などを学年全位縫 白暴ぶ考 え、話し合 うことで人間関係を深峰 、

集団規範をつくり、解決 ・行動する。

ウt止揚 の時閣

鋪・徳 警体の調和のとれた人間を育成 し、自ら考え行動する力を身に

つけさせ爆。自主的学習をすすめ成 し遂 げる力をつけさせ、基礎 さ基本

的事項の購 を図る。                   ″

毎 i・E本曜 日午後神分、学年・学級のワクをはずし、教科学警 の延長と

して22コ ース (1コ ース20名前後 )を設定し、金綾生を対象に金職員が

援助にあたる。

ェ .部活動

17の部活動を設け、上級生 ・下級生 が一九となつて共通母覇鋳に向 っ

て努力することによつて、金人絡を磨 くために規 Rlj、 本b儀作法、協力、



団縫 、忍耐 、励 まし合 い等 で入間関係を養 う。

fr_で Itiv参 ～亀ty▼‐しヽ撃オ 春纂懸宿織譲練

寝食を共にした幾律ある共 同生活を通じて、学校や家庭三社会鉦活な

どで経験できない学習や人間関係を体験し、ひとりひとりが役割遂行の

共通 目標に参加し、集爾の士気 、轟築性を高めてを`く。

力Ⅲ親と子の対話集会

学年毎 t=全生i徒、標護者 、学年教難が参加 し、学校や家庭で難こる諾

問題をバズ:毒 取 り入れ、大集圏で話し合 うことによつて、共 l肇理解や聞

ず題解決を図ってしゝ く。

ごな鐵点(揚 )' |・碁1_■ | :・ 1/1
・何をしても無意欲、無関心の生機を築団にどう参加させるか o

・自分で憩考せず、強力家願鋳生縫難あ~Jかい方。 11:
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バ

集

一

義

　

的

釣

ダ

　

　

　

　

　

知

度

磯
暉‐‐ル
　
　
　
　
　
　
認
態

導

力

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数
　
　
・

も
　
　
指

の

変

で
　
　
徒

定

法

決

数

こ

に

生

決

方
義

　

　

　

解
変

ど
軸
ヽ
圏
・

釣
酵

題

加

鋳

ヽ

な

け

集

ム
　
Ｔ

問

参

動

亀

導

つ

ｔ
ア

育

・刀

で

指

し

ス

教

。
　
つ
　
鑽
　
．　
　
　
　

　^
　
　
　
シ
　
′選　

　
　
　
　
　
　
　
　
噂
　
”

軟

欅

集

ｅｈ

柔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
ｔ

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

絡懇
　
　
　
　
　
　
　
報
　
　
　
　
　
　
露

⇒

ム露
　

．　
　
　
　
　
　
　
情
　
　
　
　
　
　
　
濃
　
・

機
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ず

Ｐ

一

　

・

術
　
　
　
　
軸
ぽ

域領

心
　
　
　
　
　
　
　
技

。　
申
　
　
　
　
　
　
　
・

面

師
　
　
　
　
　
　
　
学

霧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場

‥
ｉ

義

沈
定
機
教

　

　

…
…
」
騨
‐
‐
…
…

…

状

覇
　
１
３
　

，

習学○

分理 (全員参加}集爾思考

集覇意志決定

統合 {バ ズ筆豪あくまで学緩○一

単位b

～ 学習集議の成長

～誹機  4認熱・能力・社会)

一

性

向

則

革

方

法

変

究

の

の

研

程

制

断

の

過

体

診

善

授

導

業

改

教

搬

授

業
　
…
…
Ｆ
量

授○

実践釣実験 (心理学の実験蒔難

馨 よる教育実験 )



(F`葛 ズ学警纂かける一鍍約を教授=導 警過雛》

量 畢滋○撃習萎審 と教材研究

攣 習誘 蓮 券作 成

プ 琴テ ス ≫G午 ll

ざ黒 トテ ス ト魯健 疲

菫 ダ 嘗テ メ ト

3 課 題 の提 示 :

曇 爾彗 蓄講 面

曇 学 菅溝 勒

轟 薫 幸釜 示

難 轟 :へ ○歌 勝鐘 み

盤 メt撃 管 … 無 創イ彗饉方 摯

集 懇学 瞥

オ
:士 書督:=主1華 ギI守||∵

教 轟 の種 三 十修 下三うす ∫1め ^

優 人・ グル ー ダ ご 卜の纏 嚢

轟 最 終 鋒 覆

歌 舞 参 崚 と峰 イ警 織髪

生 徒 ⑭鑽 認

楊ボー ス トテ ス
:ヽ

議 無 藝標 Φ達 成 状況

態 簿 露緩 玲評 饉



進歩率霊 壼上墾止重虚_1_五亜n度賢止

轟 ptt Φ作裁

評儀基準   雷轟膨

評畿濃

講無寺t曇 標
プリテス ト奎ポ‐ ス ト骨μ ト

参加度・ 溝足度の測定 3学畿各社会鋳爾轟

(字我簿造》 拳:|■

生装の自己評価・ 相互評価

バタグルー プの構成 。話 し合い活動の言1練

軍 補寃時間

誓懸%未満の間轟の指導

ない と驚鐵慈罵 {集 彙 :I養 督湛凄署み錐.亀 義1/ヽ シ

必要のな移 とを裁次の単元に入る

一ｔ
ｒ
ｒ
ア
・
　

一ヽ
，

ユ
ｆ

ｆ

ヽ

電


